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財 政 課

令 和 ４ 年 度 ２ 月 補 正 予 算

（令和5年2月28日追加提案分）に関する説明資料

（ 議 案 第 １ １ ２ 号 ）
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(単位：千円)

増 減 額

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金

1,233,520 （ 17,426,544 → 18,660,064 ）

道路除雪費 800,000 （ 2,950,000 → 3,750,000 ）

地域観光事業支援費 276,413 （ 7,471,100 → 7,747,513 ）

財政調整基金繰入金 △ 519,264 （ 9,653,393 → 9,134,129 ）

農地中間管理事業等推進基金繰入金 △ 107,204 （ 476,089 → 368,885 ）

令 和 ４ 年 度 ２ 月 補 正 予 算 （ 令 和 ５ 年 ２ 月 28 日 追 加 提 案 分 ） 　　主 要 な 歳 入 増 減 調 書

区　　　　分 増　　　　額　　　　内　　　　訳 減　　　　額　　　　内　　　　訳

1 県 税

2 地方消費税清算金

3 地 方 譲 与 税

4 地 方 特 例 交 付 金

5 地 方 交 付 税

6
交 通 安 全 対 策
特 別 交 付 金

7 分担金及び負担金

8 使用料及び手数料

9 国 庫 支 出 金 2,311,230

10 財 産 収 入

11 寄 附 金

12 繰 入 金 △ 626,467

13 繰 越 金

14 諸 収 入

15 県 債

合　　　計 1,684,763 684,908,156　→　686,592,919
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(単位：千円)

増 減 額 減　　　　額　　　　内　　　　訳

保育所等新型コロナウイルス感染症対策関連事業

△ 39,276 （ 213,877 → 174,601 ）

保育所等物価高騰対策事業 △ 5,170 （ 110,858 → 105,688 ）

農地中間管理総合対策事業 △ 107,204 （ 658,296 → 551,092 ）

土地改良区体制強化事業 △ 40,000 （ 165,868 → 125,868 ）

観光による消費拡大緊急対策事業 276,413 （ 7,647,091 → 7,923,504 ）

道路除雪事業費 1,600,000 （ 5,900,000 → 7,500,000 ）

令 和 ４ 年 度 ２ 月 補 正 予 算 （ 令 和 ５ 年 ２ 月 28 日 追 加 提 案 分 ）    主 要 な 目 的 別 増 減 調 書

区　　　　分 増　　　　額　　　　内　　　　訳

1 議 会 費

2 総 務 費

3 民 生 費 △ 44,446

4 衛 生 費

5 労 働 費

6 農 林 水 産 業 費 △ 147,204

7 商 工 費 276,413

8 土 木 費 1,600,000

9 警 察 費

10 教 育 費

11 災 害 復 旧 費

12 公 債 費

13 諸 支 出 金

14 予 備 費

合　　　計 1,684,763 684,908,156　→　686,592,919
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「秋田県県税条例の一部を改正する条例案」について（議案第１１３号）

税務課

１ 改正理由

地方税法等の一部を改正する法律（令和５年法律第 号）による地方税法（昭和２５年法律第２２６号）の一

部改正に伴い、住宅及び土地の取得に係る不動産取得税の減額並びに自動車税の種別割の税率の特例措置の適用期

限の延長等を行う必要がある。

２ 主な改正内容

⑴ 自動車税の環境性能割の特例措置の見直し（附則第１８条の１４関係）

先進安全技術を搭載したトラック・バスに係る課税標準の特例措置について、次の見直しを行う。

① 側方衝突警報装置を備えたトラックの取得に係る課税標準の特例について、令和６年４月３０日（現行：令

和５年３月３１日）まで延長する。（②と重複適用可能。）

② 歩行者検知機能付き衝突被害軽減ブレーキを備えたトラック・バスを令和７年３月３１日までに取得した場

合に、課税標準額から一定の額を控除する特例措置を設けることとする。
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⑵ 特例措置の期限延長

表のとおり特例措置の適用期限を延長する。

⑶ 不動産取得税の特例措置の廃止

心身障害者を多数雇用する事業所の事業主が助成金の支給を受けて取得する当該事業所用の施設の取得に係る

不動産取得税の減額の特例措置を廃止する。

⑷ その他

所要の規定の整備を行うこととする。

３ 施行期日等

⑴ この条例は、一部を除き、令和５年４月１日から施行することとする。

⑵ この条例の施行に関し所要の経過措置を規定することとする。

税目 延長期間 延長後の期限等

３年 令和９年度まで

３年 令和８年度まで

２年 令和６年度まで

２年 令和６年度まで

自動車税
環境性能割

２年 令和６年度まで

 初回新規登録から13年を超えるガソリン車等、11年を超える
ディーゼル車について、税率を約15％上乗せする特例

３年
初回新規登録が平成24年度までのもの
（ディーゼル車は平成26年度まで）

 電気自動車等について、初回新規登録の翌年度に限り税率を約
75％引き下げる特例

３年 令和８年度まで

 環境性能が良好な一定の営業用ガソリン車等について、初回新規
登録の翌年度に限り税率を約50％引き下げる特例

２年 令和７年度まで

特例の概要
 特定の肉用牛の売却による所得について、なかったものとして県民税の所得割額を
計算する特例
 優良住宅地の造成等のために土地を譲渡した場合の長期譲渡所得について、2,000万
円までの部分の税率を1.6％とする特例（本則：４％、この特例の適用がない場合の長
期譲渡所得：２％）
 サービス付き高齢者向け住宅用の土地の取得について、一定の額を減額する特例
 宅地建物取引業者が既存住宅（及びその土地）を取得し、改修工事を行って個人に
売却した場合、宅地建物取引業者による建物・土地の取得についてそれぞれ一定の額
を減額する特例
 ノンステップバス等のバリアフリー性能を備えたバスやユニバーサルデザインタク
シーについて、取得価額から650万円～1,000万円（タクシーについては100万円）を
控除する特例

個人県民税

不動産取得税

自動車税
種別割

グリーン化特例
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秋
田
県
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
新
旧
対
照
表

新

旧

（
法
人
の
事
業
税
の
申
告
納
付
の
期
間
）

（
法
人
の
事
業
税
の
申
告
納
付
の
期
間
）

第
五
十
三
条

事
業
税
の
納
税
義
務
が
あ
る
法
人
が
各
事
業
年
度
に
係
る
事
業

第
五
十
三
条

事
業
税
の
納
税
義
務
が
あ
る
法
人
が
各
事
業
年
度
に
係
る
事
業

税
に
つ
い
て
す
べ
き
申
告
納
付
の
期
間
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
従

税
に
つ
い
て
す
べ
き
申
告
納
付
の
期
間
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
従

い
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

い
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

法
第
七
十
二
条
の
二
十
五
第
一
項
又
は
第
七
十
二
条
の
二
十
八
第
一
項

一

法
第
七
十
二
条
の
二
十
五
第
一
項
又
は
第
七
十
二
条
の
二
十
八
第
一
項

に
規
定
す
る
法
人
に
あ
つ
て
は
、
各
事
業
年
度
の
終
了
の
日
か
ら
二
月
以

に
規
定
す
る
法
人
に
あ
つ
て
は
、
各
事
業
年
度
の
終
了
の
日
か
ら
二
月
以

内
（
外
国
法
人
が
第
四
十
八
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
納
税
管
理
人
を

内
（
外
国
法
人
が
第
四
十
八
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
納
税
管
理
人
を

定
め
な
い
で
県
内
に
事
務
所
又
は
事
業
所
を
有
し
な
い
こ
と
と
な
る
場
合

定
め
な
い
で
県
内
に
事
務
所
又
は
事
業
所
を
有
し
な
い
こ
と
と
な
る
場
合

（
同
条
第
三
項
の
認
定
を
受
け
た
場
合
を
除
く
。
）
に
は
、
当
該
事
業
年

（
同
条
第
三
項
の
認
定
を
受
け
た
場
合
を
除
く
。
）
に
は
、
当
該
事
業
年

度
終
了
の
日
か
ら
二
月
を
経
過
し
た
日
の
前
日
と
当
該
事
務
所
又
は
事
業

度
終
了
の
日
か
ら
二
月
を
経
過
し
た
日
の
前
日
と
当
該
事
務
所
又
は
事
業

所
を
有
し
な
い
こ
と
と
な
る
日
と
の
い
ず
れ
か
早
い
日
ま
で
）
。
た
だ
し
、

所
を
有
し
な
い
こ
と
と
な
る
日
と
の
い
ず
れ
か
早
い
日
ま
で
）
。
た
だ
し
、

法
第
七
十
二
条
の
二
十
五
第
二
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る

総
合
県

法
第
七
十
二
条
の
二
十
五
第
二
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
つ
て
総
合
県

税
事
務
所
長
の
承
認
を
受
け
た
場
合
に
は
、
指
定
し
た
日
ま
で

税
事
務
所
長
の
承
認
を
受
け
た
場
合
に
は
、
指
定
し
た
日
ま
で

二
～
四

略

二
～
四

略

五

法
第
七
十
二
条
の
二
十
九
第
一
項
又
は
第
五
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け

五

法
第
七
十
二
条
の
二
十
九
第
一
項
の
規
定

の
適
用
を
受
け

る
法
人
に
あ
つ
て
は
、
当
該
法
人
の
当
該
事
業
年
度
終
了
の
日
か
ら
二
月

る
法
人
に
あ
つ
て
は
、
当
該
法
人
の
当
該
事
業
年
度
終
了
の
日
か
ら
二
月

以
内

以
内

六

略

六

略

２

略

２

略

（
個
人
の
事
業
税
の
賦
課
徴
収
に
関
す
る
申
告
又
は
報
告
の
義
務
）

（
個
人
の
事
業
税
の
賦
課
徴
収
に
関
す
る
申
告
又
は
報
告
の
義
務
）

第
五
十
七
条

個
人
の
行
う
事
業
に
対
す
る
事
業
税
の
納
税
義
務
者
で
、
法
第

第
五
十
七
条

個
人
の
行
う
事
業
に
対
す
る
事
業
税
の
納
税
義
務
者
で
、
法
第

七
十
二
条
の
四
十
九
の
十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

計
算
し
た
個
人
の
事

七
十
二
条
の
四
十
九
の
十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
つ
て
計
算
し
た
個
人
の
事

業
の
所
得
の
金
額
が
法
第
七
十
二
条
の
四
十
九
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ

業
の
所
得
の
金
額
が
法
第
七
十
二
条
の
四
十
九
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
控
除
額
を
超
え
る
も
の
は
、
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
（
次
項
に
お

る
控
除
額
を
超
え
る
も
の
は
、
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
（
次
項
に
お

い
て
「
当
該
年
」
と
い
う
。
）
の
三
月
十
五
日
ま
で
に
（
年
の
中
途
に
お
い

い
て
「
当
該
年
」
と
い
う
。
）
の
三
月
十
五
日
ま
で
に
（
年
の
中
途
に
お
い

て
事
業
を
廃
止
し
た
場
合
に
は

、
当
該
事
業
の
廃
止
の
日
か
ら
一
月

て
事
業
を
廃
止
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
事
業
の
廃
止
の
日
か
ら
一
月

以
内
（
当
該
事
業
の
廃
止
が
納
税
義
務
者
の
死
亡
に
よ
る
と
き
は
、
四
月
以

以
内
（
当
該
事
業
の
廃
止
が
納
税
義
務
者
の
死
亡
に
よ
る
と
き
は
、
四
月
以

内
）
に
）
、
法
施
行
規
則
第
六
条
の
七
に
規
定
す
る
申
告
書
を
総
合
県
税
事

内
）
に
）
、
法
施
行
規
則
第
六
条
の
七
に
規
定
す
る
申
告
書
を
総
合
県
税
事

務
所
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
法
第
七
十
二
条
の
五
十

務
所
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
法
第
七
十
二
条
の
五
十

五
の
二
の
規
定
に
よ
り
法
第
七
十
二
条
の
五
十
五
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で

五
の
二
の
規
定
に
よ
り
法
第
七
十
二
条
の
五
十
五
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で

の
規
定
に
よ
る
申
告
が
な
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り

の
規
定
に
よ
る
申
告
が
な
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

で
な
い
。

２

前
項
本
文
の
規
定
に
よ
る
提
出
の
義
務
を
有
し
な
い
者
で
、
当
該
年
度
の

２

前
項
本
文
の
規
定
に
よ
る
提
出
の
義
務
を
有
し
な
い
者
で
、
当
該
年
度
の

翌
年
度
以
後
に
お
い
て
法
第
七
十
二
条
の
四
十
九
の
十
二
第
六
項
、
第
七
項

翌
年
度
以
後
に
お
い
て
法
第
七
十
二
条
の
四
十
九
の
十
二
第
六
項
、
第
七
項

又
は
第
十
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
当
該
年
の
三

又
は
第
十
項

の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
当
該
年
の
三

月
十
五
日
ま
で
に
、
法
施
行
規
則
第
六
条
の
七
に
規
定
す
る
申
告
書
を
総
合

月
十
五
日
ま
で
に
、
法
施
行
規
則
第
六
条
の
七
に
規
定
す
る
申
告
書
を
総
合

県
税
事
務
所
長
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

県
税
事
務
所
長
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

略

３

略

（
製
造
等
の
承
認
を
受
け
る
義
務
等
）

（
製
造
等
の
承
認
を
受
け
る
義
務
等
）

第
百
二
十
二
条
の
十
六

元
売
業
者
（
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に

第
百
二
十
二
条
の
十
六

元
売
業
者
（
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に

あ
つ
て
は
、
法
第
百
四
十
四
条
の
七
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
で
、
同
項

あ
つ
て
は
、
法
第
百
四
十
四
条
の
七
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
で
、
同
項

の
規
定
に
よ
り
元
売
業
者
と
し
て
の
指
定
を
受
け
た
も
の
を
除
く
。
）
、
特

の
規
定
に
よ
り
元
売
業
者
と
し
て
の
指
定
を
受
け
た
も
の
を
除
く
。
）
、
特

約
業
者
、
石
油
製
品
販
売
業
者
、
軽
油
製
造
者
等
（
軽
油
の
製
造
又
は
輸
入

約
業
者
、
石
油
製
品
販
売
業
者
、
軽
油
製
造
者
等
（
軽
油
の
製
造
又
は
輸
入

を
す
る
者
で
元
売
業
者
以
外
の
も
の
を
い
う
。
）
及
び
自
動
車
の
保
有
者
は
、

を
す
る
者
で
元
売
業
者
以
外
の
も
の
を
い
う
。
）
及
び
自
動
車
の
保
有
者
は
、

次
に
掲
げ
る
場
合
に
は

、
製
造
、
譲
渡
又
は
消
費
（
以
下
こ
の
条
に

次
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
製
造
、
譲
渡
又
は
消
費
（
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
「
製
造
等
」
と
い
う
。
）
を
行
う
時
期
、
数
量
そ
の
他
の
法
施
行
規

お
い
て
「
製
造
等
」
と
い
う
。
）
を
行
う
時
期
、
数
量
そ
の
他
の
法
施
行
規

則
第
八
条
の
四
十
一
に
規
定
す
る
事
項
を
定
め
て
、
総
合
県
税
事
務
所
長
の

則
第
八
条
の
四
十
一
に
規
定
す
る
事
項
を
定
め
て
、
総
合
県
税
事
務
所
長
の

承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
四

略

一
～
四

略

２
～
４

略

２
～
４

略

５

第
一
項
の
承
認
を
受
け
た
者
は
、
当
該
承
認
に
係
る
製
造
等
を
行
う
と
き
、

５

第
一
項
の
承
認
を
受
け
た
者
は
、
当
該
承
認
に
係
る
製
造
等
を
行
う
と
き
又

又
は
当
該
製
造
等
に
係
る
炭
化
水
素
油
を
保
有
し
て
い
る
と
き
は
、
前
項
の

は

当
該
製
造
等
に
係
る
炭
化
水
素
油
を
保
有
し
て
い
る
と
き
は
、
前
項
の

製
造
等
承
認
証
を
所
持
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

製
造
等
承
認
証
を
所
持
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
・
７

略

６
・
７

略
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８

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
軍
隊
（
日
本
国
の
自
衛
隊
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
防
軍

と
の
間
に
お
け
る
相
互
の
ア
ク
セ
ス
及
び
協
力
の
円
滑
化
に
関
す
る
日
本
国

と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
間
の
協
定
第
一
条
⒞
に
規
定
す
る
訪
問
部
隊
と
し

て
日
本
国
内
に
所
在
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
軍
隊
を
い
う
。
）
が
自
ら
輸

入
を
し
た
公
用
に
供
す
る
燃
料
炭
化
水
素
油
を
自
動
車
の
内
燃
機
関
の
燃
料

と
し
て
消
費
す
る
と
き
は
、
第
一
項
（
第
四
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の

規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

附

則

附

則

（
肉
用
牛
の
売
却
に
よ
る
事
業
所
得
に
係
る
県
民
税
の
課
税
の
特
例
）

（
肉
用
牛
の
売
却
に
よ
る
事
業
所
得
に
係
る
県
民
税
の
課
税
の
特
例
）

第
五
条

昭
和
五
十
七
年
度
か
ら
令
和
九
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
個
人
の
県

第
五
条

昭
和
五
十
七
年
度
か
ら
令
和
六
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
個
人
の
県

民
税
に
限
り
、
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
前
年
中
に
租
税
特
別
措
置
法
第
二

民
税
に
限
り
、
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
前
年
中
に
租
税
特
別
措
置
法
第
二

十
五
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
売
却
の
方
法
に
よ
り
当
該
各
号
に
定
め
る
肉

十
五
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
売
却
の
方
法
に
よ
り
当
該
各
号
に
定
め
る
肉

用
牛
を
売
却
し
、
か
つ
、
そ
の
売
却
し
た
肉
用
牛
が
全
て
同
項
に
規
定
す
る

用
牛
を
売
却
し
、
か
つ
、
そ
の
売
却
し
た
肉
用
牛
が
全
て
同
項
に
規
定
す
る

免
税
対
象
飼
育
牛
（
次
項
に
お
い
て
「
免
税
対
象
飼
育
牛
」
と
い
う
。
）
で

免
税
対
象
飼
育
牛
（
次
項
に
お
い
て
「
免
税
対
象
飼
育
牛
」
と
い
う
。
）
で

あ
る
場
合
（
そ
の
売
却
し
た
肉
用
牛
の
頭
数
の
合
計
が
千
五
百
頭
以
内
で
あ

あ
る
場
合
（
そ
の
売
却
し
た
肉
用
牛
の
頭
数
の
合
計
が
千
五
百
頭
以
内
で
あ

る
場
合
に
限
る
。
）
に
お
い
て
、
第
三
十
七
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
申
告
書

る
場
合
に
限
る
。
）
に
お
い
て
、
第
三
十
七
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
申
告
書

（
そ
の
提
出
期
限
後
に
お
い
て
県
民
税
の
納
税
通
知
書
が
送
達
さ
れ
る
時
ま

（
そ
の
提
出
期
限
後
に
お
い
て
県
民
税
の
納
税
通
知
書
が
送
達
さ
れ
る
時
ま

で
に
提
出
さ
れ
た
も
の
及
び
そ
の
時
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
法
第
四
十
五
条
の

で
に
提
出
さ
れ
た
も
の
及
び
そ
の
時
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
法
第
四
十
五
条
の

三
第
一
項
の
確
定
申
告
書
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
そ
の
肉
用

三
第
一
項
の
確
定
申
告
書
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
そ
の
肉
用

牛
の
売
却
に
係
る
租
税
特
別
措
置
法
第
二
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
業

牛
の
売
却
に
係
る
租
税
特
別
措
置
法
第
二
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
業

所
得
の
明
細
に
関
す
る
事
項
の
記
載
が
あ
る
と
き
（
こ
れ
ら
の
申
告
書
に
そ

所
得
の
明
細
に
関
す
る
事
項
の
記
載
が
あ
る
と
き
（
こ
れ
ら
の
申
告
書
に
そ

の
記
載
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
市
町
村
長
が

の
記
載
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
市
町
村
長
が

認
め
る
と
き
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
当
該
事
業
所
得
に
係

認
め
る
と
き
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
当
該
事
業
所
得
に
係

る
県
民
税
の
所
得
割
の
額
と
し
て
令
附
則
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
計

る
県
民
税
の
所
得
割
の
額
と
し
て
令
附
則
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
計

算
し
た
額
を
免
除
す
る
。

算
し
た
額
を
免
除
す
る
。

２
・
３

略

２
・
３

略

（
優
良
住
宅
地
の
造
成
等
の
た
め
に
土
地
等
を
譲
渡
し
た
場
合
の
長
期
譲
渡

（
優
良
住
宅
地
の
造
成
等
の
た
め
に
土
地
等
を
譲
渡
し
た
場
合
の
長
期
譲
渡

所
得
に
係
る
県
民
税
の
課
税
の
特
例
）

所
得
に
係
る
県
民
税
の
課
税
の
特
例
）

第
十
条

昭
和
六
十
三
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
個
人
の
県

第
十
条

昭
和
六
十
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
個
人
の
県

民
税
に
限
り
、
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
前
年
中
に
前
条
第
一
項
に
規
定
す

民
税
に
限
り
、
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
前
年
中
に
前
条
第
一
項
に
規
定
す

る
譲
渡
所
得
の
基
因
と
な
る
土
地
等
（
租
税
特
別
措
置
法
第
三
十
一
条
第
一

る
譲
渡
所
得
の
基
因
と
な
る
土
地
等
（
租
税
特
別
措
置
法
第
三
十
一
条
第
一

項
に
規
定
す
る
土
地
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
附
則
第
二
十
七
条
の
三

項
に
規
定
す
る
土
地
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
附
則
第
二
十
七
条
の
三

第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
譲
渡
（
同
法
第
三
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す

第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
譲
渡
（
同
法
第
三
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す

る
譲
渡
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
附
則
第
二
十
七
条
の
三
第
二
項
に
お
い

る
譲
渡
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
附
則
第
二
十
七
条
の
三
第
二
項
に
お
い

て
同
じ
。
）
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
譲
渡
が
優
良
住
宅
地
等
の
た
め

て
同
じ
。
）
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
譲
渡
が
優
良
住
宅
地
等
の
た
め

の
譲
渡
（
法
附
則
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
優
良
住
宅
地
等
の

の
譲
渡
（
法
附
則
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
優
良
住
宅
地
等
の

た
め
の
譲
渡
を
い
う
。
）
に
該
当
す
る
と
き
に
お
け
る
前
条
第
一
項
に
規
定

た
め
の
譲
渡
を
い
う
。
）
に
該
当
す
る
と
き
に
お
け
る
前
条
第
一
項
に
規
定

す
る
譲
渡
所
得
（
次
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
譲
渡
所
得
を
除
く
。

す
る
譲
渡
所
得
（
次
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
譲
渡
所
得
を
除
く
。

次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
課
税
長
期
譲
渡
所
得
金
額
に
対
し
て
課
す

次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
課
税
長
期
譲
渡
所
得
金
額
に
対
し
て
課
す

る
所
得
割
の
額
は
、
前
条
第
一
項
前
段
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号

る
所
得
割
の
額
は
、
前
条
第
一
項
前
段
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
に
相
当
す
る
額

に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
に
相
当
す
る
額

と
す
る
。

と
す
る
。

一
・
二

略

一
・
二

略

２

前
項
の
規
定
は
、
昭
和
六
十
三
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
各
年
度
分

２

前
項
の
規
定
は
、
昭
和
六
十
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
の
各
年
度
分

の
個
人
の
県
民
税
に
限
り
、
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
前
年
中
に
前
条
第
一

の
個
人
の
県
民
税
に
限
り
、
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
前
年
中
に
前
条
第
一

項
に
規
定
す
る
譲
渡
所
得
の
基
因
と
な
る
土
地
等
の
譲
渡
を
し
た
場
合
に
お

項
に
規
定
す
る
譲
渡
所
得
の
基
因
と
な
る
土
地
等
の
譲
渡
を
し
た
場
合
に
お

い
て
、
当
該
譲
渡
が
確
定
優
良
住
宅
地
等
予
定
地
の
た
め
の
譲
渡
（
法
附
則

い
て
、
当
該
譲
渡
が
確
定
優
良
住
宅
地
等
予
定
地
の
た
め
の
譲
渡
（
法
附
則

第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
確
定
優
良
住
宅
地
等
予
定
地
の
た
め

第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
確
定
優
良
住
宅
地
等
予
定
地
の
た
め

の
譲
渡
を
い
う
。
）
に
該
当
す
る
と
き
に
お
け
る
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る

の
譲
渡
を
い
う
。
）
に
該
当
す
る
と
き
に
お
け
る
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る

譲
渡
所
得
に
係
る
課
税
長
期
譲
渡
所
得
金
額
に
対
し
て
課
す
る
所
得
割
に
つ

譲
渡
所
得
に
係
る
課
税
長
期
譲
渡
所
得
金
額
に
対
し
て
課
す
る
所
得
割
に
つ

い
て
準
用
す
る
。

い
て
準
用
す
る
。

３
～
５

略

３
～
５

略

（
住
宅
又
は
土
地
の
取
得
に
対
す
る
不
動
産
取
得
税
の
税
率
の
特
例
）

（
住
宅
又
は
土
地
の
取
得
に
対
す
る
不
動
産
取
得
税
の
税
率
の
特
例
）

第
十
五
条

略

第
十
五
条

略

２

前
項
に
規
定
す
る
住
宅
又
は
土
地
の
取
得
が
第
七
十
三
条
第
一
項
か
ら
第

２

前
項
に
規
定
す
る
住
宅
又
は
土
地
の
取
得
が
第
七
十
三
条
第
一
項
か
ら
第

三
項
ま
で
、
第
七
十
六
条
の
二
第
一
項
、
第
七
十
六
条
の
三
第
一
項
、
第
七

三
項
ま
で
、
第
七
十
六
条
の
二
第
一
項
、
第
七
十
六
条
の
三
第
一
項
、
第
七
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十
九
条
第
一
項
又
は
次
条
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項

の
規
定
に
該

十
九
条
第
一
項
又
は
次
条
第
一
項
、
第
四
項
若
し
く
は
第
六
項
の
規
定
に
該

当
す
る
場
合
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規

当
す
る
場
合
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規

定
中
「
税
率
」
と
あ
る
の
は
、
「
当
該
税
額
の
算
定
に
用
い
ら
れ
た
税
率
」

定
中
「
税
率
」
と
あ
る
の
は
、
「
当
該
税
額
の
算
定
に
用
い
ら
れ
た
税
率
」

と
す
る
。

と
す
る
。

（
不
動
産
取
得
税
の
減
額
等
）

（
不
動
産
取
得
税
の
減
額
等
）

第
十
六
条

第
十
六
条

心
身
障
害
者
を
多
数
雇
用
す
る
も
の
と
し
て
令
附
則
第
九
条
第
一

項
に
規
定
す
る
事
業
所
の
事
業
主
が
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法

律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
九
条
第
一
項
第
六
号
の

助
成
金
の
支
給
を
受
け
て
、
当
該
事
業
所
の
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設
で
令

附
則
第
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
も
の
を
取
得
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の

者
が
当
該
施
設
の
取
得
の
日
か
ら
引
き
続
き
三
年
以
上
当
該
施
設
を
当
該
事

業
所
の
事
業
の
用
に
供
し
た
と
き
は
、
当
該
施
設
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る

不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
は
、
当
該
取
得
が
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
当
該
税
額

か
ら
価
格
の
十
分
の
一
に
相
当
す
る
額
に
税
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
減
額
す

る
。

２

第
七
十
四
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
七
十
五
条
並
び
に
第
七

十
六
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
に
規
定
す
る
施
設
の
取
得
に

対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
の
税
額
の
徴
収
猶
予
及
び
そ
の
取
消
し
並
び

に
当
該
不
動
産
取
得
税
に
係
る
徴
収
金
の
還
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
第
七
十
四
条
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
項

第
一
号
又
は
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
十
六
条
第
一
項
」
と
、
「
同

条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
土
地
の
取
得
に
あ
つ
て
は
当
該

取
得
の
日
か
ら
二
年
以
内
、
同
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る

土
地
の
取
得
に
あ
つ
て
は
当
該
取
得
の
日
か
ら
一
年
以
内
、
同
条
第
三
項
第

一
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
土
地
の
取
得
に
あ
つ
て
は
当
該
取
得
の
日
か

ら
一
年
六
月
以
内
、
同
項
第
二
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
土
地
の
取
得

（
当
該
土
地
の
上
に
あ
る
耐
震
基
準
不
適
合
既
存
住
宅
の
取
得
が
第
七
十
六

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
日
前
に
行
わ
れ
た
も
の

に
限
る
。
）
に
あ
つ
て
は
当
該
土
地
の
取
得
の
日
か
ら
六
月
以
内
」
と
あ
る

の
は
「
同
項
に
規
定
す
る
施
設
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
七
十
六
条
第
一
項
に

お
い
て
「
施
設
」
と
い
う
。
）
の
取
得
の
日
か
ら
三
年
以
内
」
と
、
「
土
地

に
」
と
あ
る
の
は
「
施
設
に
」
と
、
「
こ
れ
ら
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
十

六
条
第
一
項
」
と
、
第
七
十
五
条
第
一
項
中
「
第
七
十
三
条
第
一
項
第
一
号
、

第
二
項
第
一
号
若
し
く
は
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
十
六
条
第
一
項
」

と
、
第
七
十
六
条
第
一
項
中
「
土
地
」
と
あ
る
の
は
「
施
設
」
と
、
「
第
七

十
三
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
項
第
一
号
又
は
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
附

則
第
十
六
条
第
一
項
」
と
、
「
こ
れ
ら
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
」
と
読
み
替

え
る
。

高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
二
十

３

高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
二
十

六
号
）
第
七
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
た
同
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る

六
号
）
第
七
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
た
同
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
で
あ
る
貸
家
住
宅
（
そ
の
全
部
又
は
一
部

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
で
あ
る
貸
家
住
宅
（
そ
の
全
部
又
は
一
部

が
専
ら
住
居
と
し
て
貸
家
の
用
に
供
さ
れ
る
家
屋
を
い
う
。
）
で
令
附
則
第

が
専
ら
住
居
と
し
て
貸
家
の
用
に
供
さ
れ
る
家
屋
を
い
う
。
）
で
令
附
則
第

七
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
も
の
の
用
に
供
す
る
土
地
の
取
得
を
令
和
七
年

七
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
も
の
の
用
に
供
す
る
土
地
の
取
得
を
令
和
五
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
に
し
た
場
合
に
お
け
る
第
七
十
三
条
第
一
項
の
規
定
の

三
月
三
十
一
日
ま
で
に
し
た
場
合
に
お
け
る
第
七
十
三
条
第
一
項
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
に
つ
い
て
は
」
と
あ
る
の
は
「
に
つ
い
て
は
、

適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
に
つ
い
て
は
」
と
あ
る
の
は
「
に
つ
い
て
は
、

当
該
取
得
が
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
」
と
、

当
該
取
得
が
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
」
と
、

「
住
宅
（
令
第
三
十
九
条
の
二
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
住
宅
に
限
る
。
以

「
住
宅
（
令
第
三
十
九
条
の
二
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
住
宅
に
限
る
。
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
例
適
用
住
宅
」
と
い
う
。
）
一
戸
（
共
同
住
宅
等

下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
例
適
用
住
宅
」
と
い
う
。
）
一
戸
（
共
同
住
宅
等

に
あ
つ
て
は
、
令
第
三
十
九
条
の
二
の
四
第
二
項
に
規
定
す
る
居
住
の
用
に

に
あ
つ
て
は
、
令
第
三
十
九
条
の
二
の
四
第
二
項
に
規
定
す
る
居
住
の
用
に

供
す
る
た
め
に
独
立
的
に
区
画
さ
れ
た
一
の
部
分
」
と
あ
る
の
は
「
高
齢
者

供
す
る
た
め
に
独
立
的
に
区
画
さ
れ
た
一
の
部
分
」
と
あ
る
の
は
「
高
齢
者

の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第

の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第

七
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
た
同
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
サ
ー
ビ
ス

七
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
た
同
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
サ
ー
ビ
ス

付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
で
あ
る
貸
家
住
宅
（
そ
の
全
部
又
は
一
部
が
専
ら
住

付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
で
あ
る
貸
家
住
宅
（
そ
の
全
部
又
は
一
部
が
専
ら
住

居
と
し
て
貸
家
の
用
に
供
さ
れ
る
家
屋
を
い
う
。
）
で
令
附
則
第
七
条
第
十

居
と
し
て
貸
家
の
用
に
供
さ
れ
る
家
屋
を
い
う
。
）
で
令
附
則
第
七
条
第
十

四
項
に
規
定
す
る
も
の
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
例
適
用
サ
ー
ビ
ス
付

四
項
に
規
定
す
る
も
の
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
例
適
用
サ
ー
ビ
ス
付

き
高
齢
者
向
け
住
宅
」
と
い
う
。
）
の
居
住
の
用
に
供
す
る
た
め
に
独
立
的

き
高
齢
者
向
け
住
宅
」
と
い
う
。
）
の
居
住
の
用
に
供
す
る
た
め
に
独
立
的

に
区
画
さ
れ
た
一
の
部
分
で
同
条
第
十
五
項
に
規
定
す
る
も
の
」
と
、
同
項

に
区
画
さ
れ
た
一
の
部
分
で
同
条
第
十
五
項
に
規
定
す
る
も
の
」
と
、
同
項

各
号
中
「
特
例
適
用
住
宅
」
と
あ
る
の
は
「
特
例
適
用
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢

各
号
中
「
特
例
適
用
住
宅
」
と
あ
る
の
は
「
特
例
適
用
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢

8



者
向
け
住
宅
」
と
す
る
。

者
向
け
住
宅
」
と
す
る
。

２

宅
地
建
物
取
引
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
七
十
六
号
）
第
二
条
第

４

宅
地
建
物
取
引
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
七
十
六
号
）
第
二
条
第

三
号
に
規
定
す
る
宅
地
建
物
取
引
業
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
宅
地
建

三
号
に
規
定
す
る
宅
地
建
物
取
引
業
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
宅
地
建

物
取
引
業
者
」
と
い
う
。
）
が
改
修
工
事
対
象
住
宅
（
法
附
則
第
十
一
条
の

物
取
引
業
者
」
と
い
う
。
）
が
改
修
工
事
対
象
住
宅
（
法
附
則
第
十
一
条
の

四
第
二
項
に
規
定
す
る
改
修
工
事
対
象
住
宅
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い

四
第
四
項
に
規
定
す
る
改
修
工
事
対
象
住
宅
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
同
じ
。
）
を
取
得
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
宅
地
建
物
取
引
業
者
が
、

て
同
じ
。
）
を
取
得
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
宅
地
建
物
取
引
業
者
が
、

当
該
改
修
工
事
対
象
住
宅
を
取
得
し
た
日
か
ら
二
年
以
内
に
、
当
該
改
修
工

当
該
改
修
工
事
対
象
住
宅
を
取
得
し
た
日
か
ら
二
年
以
内
に
、
当
該
改
修
工

事
対
象
住
宅
に
つ
い
て
住
宅
性
能
向
上
改
修
工
事
（
同
項
に
規
定
す
る
住
宅

事
対
象
住
宅
に
つ
い
て
住
宅
性
能
向
上
改
修
工
事
（
同
項
に
規
定
す
る
住
宅

性
能
向
上
改
修
工
事
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
行
つ
た

性
能
向
上
改
修
工
事
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
行
つ
た

後
、
住
宅
性
能
向
上
改
修
住
宅
（
同
項
に
規
定
す
る
住
宅
性
能
向
上
改
修
住

後
、
住
宅
性
能
向
上
改
修
住
宅
（
同
項
に
規
定
す
る
住
宅
性
能
向
上
改
修
住

宅
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
個
人
に
対
し
譲
渡
し
、
当

宅
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
個
人
に
対
し
譲
渡
し
、
当

該
個
人
が
当
該
住
宅
性
能
向
上
改
修
住
宅
を
そ
の
者
の
居
住
の
用
に
供
し
た

該
個
人
が
当
該
住
宅
性
能
向
上
改
修
住
宅
を
そ
の
者
の
居
住
の
用
に
供
し
た

と
き
は
、
当
該
宅
地
建
物
取
引
業
者
に
よ
る
当
該
改
修
工
事
対
象
住
宅
の
取

と
き
は
、
当
該
宅
地
建
物
取
引
業
者
に
よ
る
当
該
改
修
工
事
対
象
住
宅
の
取

得
に
対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
は
、
当
該
取
得
が
令
和
七
年

得
に
対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
は
、
当
該
取
得
が
令
和
五
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
当
該
税
額
か
ら
当
該

三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
当
該
税
額
か
ら
当
該

改
修
工
事
対
象
住
宅
が
新
築
さ
れ
た
時
に
お
い
て
施
行
さ
れ
て
い
た
法
第
七

改
修
工
事
対
象
住
宅
が
新
築
さ
れ
た
時
に
お
い
て
施
行
さ
れ
て
い
た
法
第
七

十
三
条
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
控
除
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
額
に

十
三
条
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
控
除
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
額
に

税
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
減
額
す
る
。

税
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
減
額
す
る
。

３

第
七
十
四
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
七
十
五
条
並
び
に
第
七

５

第
七
十
四
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
七
十
五
条
並
び
に
第
七

十
六
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
宅
地
建
物
取

十
六
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
宅
地
建
物
取

引
業
者
に
よ
る
改
修
工
事
対
象
住
宅
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得

引
業
者
に
よ
る
改
修
工
事
対
象
住
宅
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得

税
の
税
額
の
徴
収
猶
予
及
び
そ
の
取
消
し
並
び
に
当
該
不
動
産
取
得
税
に
係

税
の
税
額
の
徴
収
猶
予
及
び
そ
の
取
消
し
並
び
に
当
該
不
動
産
取
得
税
に
係

る
徴
収
金
の
還
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
七
十
四

る
徴
収
金
の
還
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
七
十
四

条
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
項
第
一
号
又
は
第
三
項
」
と
あ

条
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
項
第
一
号
又
は
第
三
項
」
と
あ

る
の
は
「
附
則
第
十
六
条
第
二
項
」
と
、
「
同
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
の

る
の
は
「
附
則
第
十
六
条
第
四
項
」
と
、
「
同
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
の

適
用
を
受
け
る
土
地
の
取
得
に
あ
つ
て
は
当
該
取
得
の
日
か
ら
二
年
以
内
、

適
用
を
受
け
る
土
地
の
取
得
に
あ
つ
て
は
当
該
取
得
の
日
か
ら
二
年
以
内
、

同
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
土
地
の
取
得
に
あ
つ
て
は
当

同
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
土
地
の
取
得
に
あ
つ
て
は
当

該
取
得
の
日
か
ら
一
年
以
内
、
同
条
第
三
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け

該
取
得
の
日
か
ら
一
年
以
内
、
同
条
第
三
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け

る
土
地
の
取
得
に
あ
つ
て
は
当
該
取
得
の
日
か
ら
一
年
六
月
以
内
、
同
項
第

る
土
地
の
取
得
に
あ
つ
て
は
当
該
取
得
の
日
か
ら
一
年
六
月
以
内
、
同
項
第

二
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
土
地
の
取
得
（
当
該
土
地
の
上
に
あ
る
耐
震

二
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
土
地
の
取
得
（
当
該
土
地
の
上
に
あ
る
耐
震

基
準
不
適
合
既
存
住
宅
の
取
得
が
第
七
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
該
当

基
準
不
適
合
既
存
住
宅
の
取
得
が
第
七
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
該
当

す
る
こ
と
と
な
つ
た
日
前
に
行
わ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
に
あ
つ
て
は
当
該

す
る
こ
と
と
な
つ
た
日
前
に
行
わ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
に
あ
つ
て
は
当
該

土
地
の
取
得
の
日
か
ら
六
月
以
内
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
に
規
定
す
る
改
修

土
地
の
取
得
の
日
か
ら
六
月
以
内
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
に
規
定
す
る
改
修

工
事
対
象
住
宅
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
七
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
「
改
修

工
事
対
象
住
宅
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
七
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
「
改
修

工
事
対
象
住
宅
」
と
い
う
。
）
の
取
得
の
日
か
ら
二
年
以
内
」
と
、
「
土
地

工
事
対
象
住
宅
」
と
い
う
。
）
の
取
得
の
日
か
ら
二
年
以
内
」
と
、
「
土
地

に
」
と
あ
る
の
は
「
改
修
工
事
対
象
住
宅
に
」
と
、
「
こ
れ
ら
」
と
あ
る
の

に
」
と
あ
る
の
は
「
改
修
工
事
対
象
住
宅
に
」
と
、
「
こ
れ
ら
」
と
あ
る
の

は
「
附
則
第
十
六
条
第
二
項
」
と
、
第
七
十
五
条
第
一
項
中
「
第
七
十
三
条

は
「
附
則
第
十
六
条
第
四
項
」
と
、
第
七
十
五
条
第
一
項
中
「
第
七
十
三
条

第
一
項
第
一
号
、
第
二
項
第
一
号
若
し
く
は
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
附
則

第
一
項
第
一
号
、
第
二
項
第
一
号
若
し
く
は
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
附
則

第
十
六
条
第
二
項
」
と
、
第
七
十
六
条
第
一
項
中
「
土
地
」
と
あ
る
の
は

第
十
六
条
第
四
項
」
と
、
第
七
十
六
条
第
一
項
中
「
土
地
」
と
あ
る
の
は

「
改
修
工
事
対
象
住
宅
」
と
、
「
第
七
十
三
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
項
第

「
改
修
工
事
対
象
住
宅
」
と
、
「
第
七
十
三
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
項
第

一
号
又
は
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
十
六
条
第
二
項
」
と
、
「
こ
れ

一
号
又
は
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
十
六
条
第
四
項
」
と
、
「
こ
れ

ら
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
」
と
読
み
替
え
る
。

ら
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
」
と
読
み
替
え
る
。

４

宅
地
建
物
取
引
業
者
が
改
修
工
事
対
象
住
宅
の
敷
地
の
用
に
供
す
る
土
地

６

宅
地
建
物
取
引
業
者
が
改
修
工
事
対
象
住
宅
の
敷
地
の
用
に
供
す
る
土
地

（
当
該
改
修
工
事
対
象
住
宅
と
と
も
に
取
得
し
た
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の

（
当
該
改
修
工
事
対
象
住
宅
と
と
も
に
取
得
し
た
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
「
改
修
工
事
対
象
住
宅
用
地
」
と
い
う
。
）
を
取
得
し
た
場
合

条
に
お
い
て
「
改
修
工
事
対
象
住
宅
用
地
」
と
い
う
。
）
を
取
得
し
た
場
合

に
お
い
て
、
当
該
宅
地
建
物
取
引
業
者
が
、
当
該
改
修
工
事
対
象
住
宅
用
地

に
お
い
て
、
当
該
宅
地
建
物
取
引
業
者
が
、
当
該
改
修
工
事
対
象
住
宅
用
地

を
取
得
し
た
日
か
ら
二
年
以
内
に
、
当
該
改
修
工
事
対
象
住
宅
に
つ
い
て
住

を
取
得
し
た
日
か
ら
二
年
以
内
に
、
当
該
改
修
工
事
対
象
住
宅
に
つ
い
て
住

宅
性
能
向
上
改
修
工
事
を
行
つ
た
後
、
特
定
住
宅
性
能
向
上
改
修
住
宅
（
法

宅
性
能
向
上
改
修
工
事
を
行
つ
た
後
、
特
定
住
宅
性
能
向
上
改
修
住
宅
（
法

附
則
第
十
一
条
の
四
第
四
項
に
規
定
す
る
特
定
住
宅
性
能
向
上
改
修
住
宅
を

附
則
第
十
一
条
の
四
第
六
項
に
規
定
す
る
特
定
住
宅
性
能
向
上
改
修
住
宅
を

い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
敷
地
の
用
に
供
す
る
土
地
を
個

い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
敷
地
の
用
に
供
す
る
土
地
を
個

人
に
対
し
譲
渡
し
、
当
該
個
人
が
当
該
特
定
住
宅
性
能
向
上
改
修
住
宅
を
そ

人
に
対
し
譲
渡
し
、
当
該
個
人
が
当
該
特
定
住
宅
性
能
向
上
改
修
住
宅
を
そ

の
者
の
居
住
の
用
に
供
し
た
と
き
は
、
当
該
宅
地
建
物
取
引
業
者
に
よ
る
当

の
者
の
居
住
の
用
に
供
し
た
と
き
は
、
当
該
宅
地
建
物
取
引
業
者
に
よ
る
当

該
改
修
工
事
対
象
住
宅
用
地
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
に
つ

該
改
修
工
事
対
象
住
宅
用
地
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
に
つ

い
て
は
、
当
該
取
得
が
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に

い
て
は
、
当
該
取
得
が
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に

限
り
、
当
該
税
額
か
ら
百
五
十
万
円
（
当
該
改
修
工
事
対
象
住
宅
用
地
に
係

限
り
、
当
該
税
額
か
ら
百
五
十
万
円
（
当
該
改
修
工
事
対
象
住
宅
用
地
に
係

る
不
動
産
取
得
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
を
当
該
土
地
の
面
積
の
平

る
不
動
産
取
得
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
を
当
該
土
地
の
面
積
の
平

方
メ
ー
ト
ル
で
表
し
た
数
値
で
除
し
て
得
た
額
に
当
該
改
修
工
事
対
象
住
宅

方
メ
ー
ト
ル
で
表
し
た
数
値
で
除
し
て
得
た
額
に
当
該
改
修
工
事
対
象
住
宅

用
地
の
上
に
あ
る
改
修
工
事
対
象
住
宅
一
戸
（
共
同
住
宅
等
に
あ
つ
て
は
、

用
地
の
上
に
あ
る
改
修
工
事
対
象
住
宅
一
戸
（
共
同
住
宅
等
に
あ
つ
て
は
、

居
住
の
用
に
供
す
る
た
め
に
独
立
的
に
区
画
さ
れ
た
一
の
部
分
）
に
つ
い
て

居
住
の
用
に
供
す
る
た
め
に
独
立
的
に
区
画
さ
れ
た
一
の
部
分
）
に
つ
い
て

そ
の
床
面
積
の
二
倍
の
面
積
の
平
方
メ
ー
ト
ル
で
表
し
た
数
値
（
当
該
数
値

そ
の
床
面
積
の
二
倍
の
面
積
の
平
方
メ
ー
ト
ル
で
表
し
た
数
値
（
当
該
数
値
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が
二
百
を
超
え
る
場
合
に
は
、
二
百
と
す
る
。
）
を
乗
じ
て
得
た
金
額
が
百

が
二
百
を
超
え
る
場
合
に
は
、
二
百
と
す
る
。
）
を
乗
じ
て
得
た
金
額
が
百

五
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
乗
じ
て
得
た
金
額
）
に
税
率
を
乗
じ
て

五
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
乗
じ
て
得
た
金
額
）
に
税
率
を
乗
じ
て

得
た
額
を
減
額
す
る
。

得
た
額
を
減
額
す
る
。

５

第
七
十
四
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
七
十
五
条
並
び
に
第
七

７

第
七
十
四
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
七
十
五
条
並
び
に
第
七

十
六
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
宅
地
建
物
取

十
六
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
宅
地
建
物
取

引
業
者
に
よ
る
改
修
工
事
対
象
住
宅
用
地
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
不
動
産

引
業
者
に
よ
る
改
修
工
事
対
象
住
宅
用
地
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
不
動
産

取
得
税
の
税
額
の
徴
収
猶
予
及
び
そ
の
取
消
し
並
び
に
当
該
不
動
産
取
得
税

取
得
税
の
税
額
の
徴
収
猶
予
及
び
そ
の
取
消
し
並
び
に
当
該
不
動
産
取
得
税

に
係
る
徴
収
金
の
還
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
七

に
係
る
徴
収
金
の
還
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
七

十
四
条
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
項
第
一
号
又
は
第
三
項
」

十
四
条
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
項
第
一
号
又
は
第
三
項
」

と
あ
る
の
は
「
附
則
第
十
六
条
第
四
項
」
と
、
「
同
条
第
一
項
第
一
号
の
規

と
あ
る
の
は
「
附
則
第
十
六
条
第
六
項
」
と
、
「
同
条
第
一
項
第
一
号
の
規

定
の
適
用
を
受
け
る
土
地
の
取
得
に
あ
つ
て
は
当
該
取
得
の
日
か
ら
二
年
以

定
の
適
用
を
受
け
る
土
地
の
取
得
に
あ
つ
て
は
当
該
取
得
の
日
か
ら
二
年
以

内
、
同
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
土
地
の
取
得
に
あ
つ
て

内
、
同
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
土
地
の
取
得
に
あ
つ
て

は
当
該
取
得
の
日
か
ら
一
年
以
内
、
同
条
第
三
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
を

は
当
該
取
得
の
日
か
ら
一
年
以
内
、
同
条
第
三
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
を

受
け
る
土
地
の
取
得
に
あ
つ
て
は
当
該
取
得
の
日
か
ら
一
年
六
月
以
内
、
同

受
け
る
土
地
の
取
得
に
あ
つ
て
は
当
該
取
得
の
日
か
ら
一
年
六
月
以
内
、
同

項
第
二
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
土
地
の
取
得
（
当
該
土
地
の
上
に
あ
る

項
第
二
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
土
地
の
取
得
（
当
該
土
地
の
上
に
あ
る

耐
震
基
準
不
適
合
既
存
住
宅
の
取
得
が
第
七
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に

耐
震
基
準
不
適
合
既
存
住
宅
の
取
得
が
第
七
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に

該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
日
前
に
行
わ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
に
あ
つ
て
は

該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
日
前
に
行
わ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
に
あ
つ
て
は

当
該
土
地
の
取
得
の
日
か
ら
六
月
以
内
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
に
規
定
す
る

当
該
土
地
の
取
得
の
日
か
ら
六
月
以
内
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
に
規
定
す
る

改
修
工
事
対
象
住
宅
用
地
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
七
十
六
条
第
一
項
に
お
い

改
修
工
事
対
象
住
宅
用
地
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
七
十
六
条
第
一
項
に
お
い

て
「
改
修
工
事
対
象
住
宅
用
地
」
と
い
う
。
）
の
取
得
の
日
か
ら
二
年
以
内
」

て
「
改
修
工
事
対
象
住
宅
用
地
」
と
い
う
。
）
の
取
得
の
日
か
ら
二
年
以
内
」

と
、
「
土
地
に
」
と
あ
る
の
は
「
改
修
工
事
対
象
住
宅
用
地
に
」
と
、
「
こ

と
、
「
土
地
に
」
と
あ
る
の
は
「
改
修
工
事
対
象
住
宅
用
地
に
」
と
、
「
こ

れ
ら
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
十
六
条
第
四
項
」
と
、
第
七
十
五
条
第
一
項

れ
ら
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
十
六
条
第
六
項
」
と
、
第
七
十
五
条
第
一
項

中
「
第
七
十
三
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
項
第
一
号
若
し
く
は
第
三
項
」
と

中
「
第
七
十
三
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
項
第
一
号
若
し
く
は
第
三
項
」
と

あ
る
の
は
「
附
則
第
十
六
条
第
四
項
」
と
、
第
七
十
六
条
第
一
項
中
「
土
地
」

あ
る
の
は
「
附
則
第
十
六
条
第
六
項
」
と
、
第
七
十
六
条
第
一
項
中
「
土
地
」

と
あ
る
の
は
「
改
修
工
事
対
象
住
宅
用
地
」
と
、
「
第
七
十
三
条
第
一
項
第

と
あ
る
の
は
「
改
修
工
事
対
象
住
宅
用
地
」
と
、
「
第
七
十
三
条
第
一
項
第

一
号
、
第
二
項
第
一
号
又
は
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
十
六
条
第
四

一
号
、
第
二
項
第
一
号
又
は
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
十
六
条
第
六

項
」
と
、
「
こ
れ
ら
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
」
と
読
み
替
え
る
。

項
」
と
、
「
こ
れ
ら
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
」
と
読
み
替
え
る
。

６

第
三
項

又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
七

８

第
二
項
、
第
五
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
七

十
四
条
第
一
項
の
申
告
を
す
る
者
は
、
同
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項

十
四
条
第
一
項
の
申
告
を
す
る
者
は
、
同
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項

及
び
第
二
項
又
は
第
四
項

の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
不
動
産
の

並
び
に
第
一
項
、
第
四
項
又
は
第
六
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
不
動
産
の

取
得
年
月
日
を
記
載
し
た
申
告
書
に
第
二
項
又
は
第
四
項

の
規
定

取
得
年
月
日
を
記
載
し
た
申
告
書
に
第
一
項
、
第
四
項
又
は
第
六
項
の
規
定

に
該
当
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
に
足
る
書
類
を
添
付
し
て
、
第
七
十
条
第
一

に
該
当
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
に
足
る
書
類
を
添
付
し
て
、
第
七
十
条
第
一

項
本
文
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
不
動
産
の
取
得
の
事
実
を
申
告
す

項
本
文
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
不
動
産
の
取
得
の
事
実
を
申
告
す

る
時
に
、
併
せ
て
こ
れ
を
総
合
県
税
事
務
所
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

る
時
に
、
併
せ
て
こ
れ
を
総
合
県
税
事
務
所
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

い
。

７

第
三
項
又
は
第
五
項

の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第

９

第
二
項
、
第
五
項
又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第

七
十
六
条
第
一
項
の
申
請
を
す
る
者
は
、
同
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
五
号

七
十
六
条
第
一
項
の
申
請
を
す
る
者
は
、
同
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
五
号

に
掲
げ
る
事
項
並
び
に
第
二
項
又
は
第
四
項

の
規
定
に
該
当
す
る

に
掲
げ
る
事
項
並
び
に
第
一
項
、
第
四
項
又
は
第
六
項
の
規
定
に
該
当
す
る

こ
と
と
な
つ
た
年
月
日
を
記
載
し
た
申
請
書
を
総
合
県
税
事
務
所
長
に
提
出

こ
と
と
な
つ
た
年
月
日
を
記
載
し
た
申
請
書
を
総
合
県
税
事
務
所
長
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
不
動
産
取
得
税
の
減
額
に
係
る
宅
地
評
価
土
地
の
価
格
の
特
例
）

（
不
動
産
取
得
税
の
減
額
に
係
る
宅
地
評
価
土
地
の
価
格
の
特
例
）

第
十
六
条
の
二

法
附
則
第
十
一
条
の
五
第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
土
地

第
十
六
条
の
二

法
附
則
第
十
一
条
の
五
第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
土
地

の
取
得
に
つ
い
て
第
七
十
三
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
前
条
第
四
項

の
取
得
に
つ
い
て
第
七
十
三
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
前
条
第
六
項

の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
規
定
中
「
価
格
」
と
あ
る
の
は
、
「
価
格
の
二
分
の
一
に
相
当
す

こ
れ
ら
の
規
定
中
「
価
格
」
と
あ
る
の
は
、
「
価
格
の
二
分
の
一
に
相
当
す

る
額
」
と
す
る
。

る
額
」
と
す
る
。

２

略

２

略

（
軽
油
引
取
税
に
係
る
免
税
の
特
例
）

（
軽
油
引
取
税
に
係
る
免
税
の
特
例
）

第
十
八
条
の
八

第
百
二
十
二
条
の
七
か
ら
第
百
二
十
二
条
の
十
ま
で

第
十
八
条
の
八

第
百
二
十
二
条
の
七
、
第
百
二
十
二
条
の
八
、
第
百
二
十
二

、
第
百
二
十
二
条
の
十
四
及
び
第
百
二
十
二

条
の
九
、
第
百
二
十
二
条
の
十
、
第
百
二
十
二
条
の
十
四
及
び
第
百
二
十
二

条
の
十
五
の
規
定
は
、
法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

条
の
十
五
の
規
定
は
、
法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
つ

軽
油
引
取
税
を
課
さ
な
い
こ
と
と
さ
れ
る
軽
油
の
引
取
り
に
つ
い
て
準
用

て
軽
油
引
取
税
を
課
さ
な
い
こ
と
と
さ
れ
る
軽
油
の
引
取
り
に
つ
い
て
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
百
二
十
二
条
の
七
第
一
項
中
「
第
百
四
十

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
百
二
十
二
条
の
七
第
一
項
中
「
第
百
四
十

四
条
の
六
に
規
定
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
十
二
条
の
二
の
七
第
一
項

四
条
の
六
に
規
定
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
十
二
条
の
二
の
七
第
一
項

各
号
に
掲
げ
る
」
と
、
「
同
条
の
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
の
」
と
、
「
同
条

各
号
に
掲
げ
る
」
と
、
「
同
条
の
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
の
」
と
、
「
同
条

に
規
定
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
各
号
に
掲
げ
る
」
と
、
同
条
第
三
項
中

に
規
定
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
各
号
に
掲
げ
る
」
と
、
同
条
第
三
項
中

「
第
百
四
十
四
条
の
六
に
規
定
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
十
二
条
の
二

「
第
百
四
十
四
条
の
六
に
規
定
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
十
二
条
の
二

の
七
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
」
と
読
み
替
え
る
。

の
七
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
」
と
読
み
替
え
る
。
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２

略

２

略

３

法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
七
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
が

３

法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
七
第
五
項
又
は
第
六
項

の
規
定
の
適
用
が

あ
る
場
合
に
お
け
る
第
百
二
十
二
条
の
十
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同

あ
る
場
合
に
お
け
る
第
百
二
十
二
条
の
十
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同

条
中
「
並
び
に
前
月
」
と
あ
る
の
は
「
、
前
月
」
と
、
「
そ
の
他
」
と
あ
る

条
中
「
並
び
に
前
月
」
と
あ
る
の
は
「
、
前
月
」
と
、
「
そ
の
他
」
と
あ
る

の
は
「
並
び
に
前
月
の
初
日
か
ら
末
日
ま
で
の
間
に
行
つ
た
法
附
則
第
十
二

の
は
「
並
び
に
前
月
の
初
日
か
ら
末
日
ま
で
の
間
に
行
つ
た
法
附
則
第
十
二

条
の
二
の
七
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
に
規
定
す
る
譲
渡
に
関
す
る
事
実
及

条
の
二
の
七
第
五
項
又
は
第
六
項

に
規
定
す
る
譲
渡
に
関
す
る
事
実
及

び
そ
の
数
量
そ
の
他
」
と
す
る
。

び
そ
の
数
量
そ
の
他
」
と
す
る
。

４

略

４

略

（
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
の
税
率
の
特
例
）

（
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
の
税
率
の
特
例
）

第
十
八
条
の
十
三

略

第
十
八
条
の
十
三

略

２

自
家
用
の
乗
用
車
に
対
す
る
第
百
二
十
四
条
の
五
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
当
該
自
家
用
の
乗
用
車
の
取
得
が
令
和
元
年
十
月
一
日
か
ら
令
和
三

年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
同
条
第
二
号
中

「
百
分
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
一
」
と
、
同
条
第
三
号
中
「
百
分
の

三
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
二
」
と
す
る
。

（
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
の
課
税
標
準
の
特
例
）

（
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
の
課
税
標
準
の
特
例
）

第
十
八
条
の
十
四

道
路
運
送
法
第
三
条
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
一
般
乗
合
旅

第
十
八
条
の
十
四

道
路
運
送
法
第
三
条
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
一
般
乗
合
旅

客
自
動
車
運
送
事
業
を
経
営
す
る
者
が
同
法
第
五
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定

客
自
動
車
運
送
事
業
を
経
営
す
る
者
が
同
法
第
五
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定

す
る
路
線
定
期
運
行
の
用
に
供
す
る
自
動
車
又
は
同
法
第
三
条
第
一
号
ロ
に

す
る
路
線
定
期
運
行
の
用
に
供
す
る
自
動
車
又
は
同
法
第
三
条
第
一
号
ロ
に

規
定
す
る
一
般
貸
切
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
を
経
営
す
る
者
が
そ
の
事
業
の

規
定
す
る
一
般
貸
切
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
を
経
営
す
る
者
が
そ
の
事
業
の

用
に
供
す
る
自
動
車
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
路
線
バ
ス
等
」

用
に
供
す
る
自
動
車
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
路
線
バ
ス
等
」

と
い
う
。
）
の
う
ち
、
法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
十
三
第
一
項
各
号
の
い
ず

と
い
う
。
）
の
う
ち
、
法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
十
三
第
一
項
各
号
の
い
ず

れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
つ
て
乗
降
口
か
ら
車
椅
子
を
固
定
す
る
こ
と
が

れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
つ
て
乗
降
口
か
ら
車
椅
子
を
固
定
す
る
こ
と
が

で
き
る
設
備
ま
で
の
通
路
に
段
が
な
い
も
の
（
法
施
行
規
則
附
則
第
四
条
の

で
き
る
設
備
ま
で
の
通
路
に
段
が
な
い
も
の
（
法
施
行
規
則
附
則
第
四
条
の

十
一
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
に
限
る
。
）
で
最
初
の
第
百
二
十
三
条
の
二

十
一
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
に
限
る
。
）
で
最
初
の
第
百
二
十
三
条
の
二

第
三
項
に
規
定
す
る
新
規
登
録
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
初
回

第
三
項
に
規
定
す
る
新
規
登
録
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
初
回

新
規
登
録
」
と
い
う
。
）
を
受
け
る
も
の
に
対
す
る
第
百
二
十
四
条
の
四
の

新
規
登
録
」
と
い
う
。
）
を
受
け
る
も
の
に
対
す
る
第
百
二
十
四
条
の
四
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
路
線
バ
ス
等
の
取
得
が
令
和
七
年
三
月
三

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
路
線
バ
ス
等
の
取
得
が
令
和
五
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
同
条
中
「
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の

十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
同
条
中
「
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の

は
、
「
同
じ
。
）
か
ら
千
万
円
を
控
除
し
て
得
た
額
」
と
す
る
。

は
、
「
同
じ
。
）
か
ら
千
万
円
を
控
除
し
て
得
た
額
」
と
す
る
。

２

路
線
バ
ス
等
の
う
ち
、
法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
十
三
第
二
項
各
号
の
い

２

路
線
バ
ス
等
の
う
ち
、
法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
十
三
第
二
項
各
号
の
い

ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
つ
て
車
椅
子
を
使
用
し
た
ま
ま
円
滑
に
乗
降

ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
つ
て
車
椅
子
を
使
用
し
た
ま
ま
円
滑
に
乗
降

す
る
た
め
の
昇
降
機
を
備
え
る
も
の
（
法
施
行
規
則
附
則
第
四
条
の
十
一
第

す
る
た
め
の
昇
降
機
を
備
え
る
も
の
（
法
施
行
規
則
附
則
第
四
条
の
十
一
第

三
項
に
規
定
す
る
も
の
に
限
る
。
）
で
初
回
新
規
登
録
を
受
け
る
も
の
に
対

三
項
に
規
定
す
る
も
の
に
限
る
。
）
で
初
回
新
規
登
録
を
受
け
る
も
の
に
対

す
る
第
百
二
十
四
条
の
四
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
路
線
バ
ス
等

す
る
第
百
二
十
四
条
の
四
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
路
線
バ
ス
等

の
取
得
が
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
同
条

の
取
得
が
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
同
条

中
「
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
、
「
同
じ
。
）
か
ら
六
百
五
十
万
円
（
乗
車

中
「
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
、
「
同
じ
。
）
か
ら
六
百
五
十
万
円
（
乗
車

定
員
三
十
人
以
上
の
附
則
第
十
八
条
の
十
四
第
二
項
に
規
定
す
る
路
線
バ
ス

定
員
三
十
人
以
上
の
附
則
第
十
八
条
の
十
四
第
二
項
に
規
定
す
る
路
線
バ
ス

等
の
う
ち
、
道
路
運
送
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
三
号
）
第
三
条

等
の
う
ち
、
道
路
運
送
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
三
号
）
第
三
条

第
一
号
イ
に
規
定
す
る
一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
を
経
営
す
る
者
が

第
一
号
イ
に
規
定
す
る
一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
を
経
営
す
る
者
が

同
法
第
五
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
路
線
定
期
運
行
の
用
に
供
す
る
自

同
法
第
五
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
路
線
定
期
運
行
の
用
に
供
す
る
自

動
車
（
空
港
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
八
十
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
空

動
車
（
空
港
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
八
十
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
空

港
又
は
空
港
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
二
百
三
十
二
号
）
附
則
第

港
又
は
空
港
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
二
百
三
十
二
号
）
附
則
第

二
条
に
規
定
す
る
飛
行
場
を
起
点
又
は
終
点
と
す
る
も
の
で
法
施
行
規
則
附

二
条
に
規
定
す
る
飛
行
場
を
起
点
又
は
終
点
と
す
る
も
の
で
法
施
行
規
則
附

則
第
四
条
の
十
一
第
四
項
に
規
定
す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
あ
つ
て
は
八
百

則
第
四
条
の
十
一
第
四
項
に
規
定
す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
あ
つ
て
は
八
百

万
円
と
し
、
乗
車
定
員
三
十
人
未
満
の
附
則
第
十
八
条
の
十
四
第
二
項
に
規

万
円
と
し
、
乗
車
定
員
三
十
人
未
満
の
附
則
第
十
八
条
の
十
四
第
二
項
に
規

定
す
る
路
線
バ
ス
等
に
あ
つ
て
は
二
百
万
円
と
す
る
。
）
を
控
除
し
て
得
た

定
す
る
路
線
バ
ス
等
に
あ
つ
て
は
二
百
万
円
と
す
る
。
）
を
控
除
し
て
得
た

額
」
と
す
る
。

額
」
と
す
る
。

３

道
路
運
送
法
第
三
条
第
一
号
ハ
に
規
定
す
る
一
般
乗
用
旅
客
自
動
車
運
送

３

道
路
運
送
法
第
三
条
第
一
号
ハ
に
規
定
す
る
一
般
乗
用
旅
客
自
動
車
運
送

事
業
を
経
営
す
る
者
が
そ
の
事
業
の
用
に
供
す
る
乗
用
車
の
う
ち
、
法
附
則

事
業
を
経
営
す
る
者
が
そ
の
事
業
の
用
に
供
す
る
乗
用
車
の
う
ち
、
法
附
則

第
十
二
条
の
二
の
十
三
第
三
項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
つ

第
十
二
条
の
二
の
十
三
第
三
項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
つ

て
そ
の
構
造
及
び
設
備
が
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進

て
そ
の
構
造
及
び
設
備
が
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進

に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
二
条
第
一
号
に
規
定

に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
二
条
第
一
号
に
規
定

す
る
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
上
の
利
便
性
を
特
に
向
上
さ
せ
る
も
の

す
る
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
上
の
利
便
性
を
特
に
向
上
さ
せ
る
も
の

（
法
施
行
規
則
附
則
第
四
条
の
十
一
第
六
項
に
規
定
す
る
も
の
に
限
る
。
）

（
法
施
行
規
則
附
則
第
四
条
の
十
一
第
六
項
に
規
定
す
る
も
の
に
限
る
。
）

で
初
回
新
規
登
録
を
受
け
る
も
の
に
対
す
る
第
百
二
十
四
条
の
四
の
規
定
の

で
初
回
新
規
登
録
を
受
け
る
も
の
に
対
す
る
第
百
二
十
四
条
の
四
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
乗
用
車
の
取
得
が
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
乗
用
車
の
取
得
が
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
同
条
中
「
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
、
「
同
じ
。
）

に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
同
条
中
「
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
、
「
同
じ
。
）
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か
ら
百
万
円
を
控
除
し
て
得
た
額
」
と
す
る
。

か
ら
百
万
円
を
控
除
し
て
得
た
額
」
と
す
る
。

４

車
両
総
重
量
（
道
路
運
送
車
両
法
第
四
十
条
第
三
号
に
規
定
す
る
車
両
総

４

車
両
総
重
量
（
道
路
運
送
車
両
法
第
四
十
条
第
三
号
に
規
定
す
る
車
両
総

重
量
を
い
う
。
次
項
及
び
第
六
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
八
ト
ン
を
超
え
る

重
量
を
い
う
。
第
六
項
及
び
次
条
第
三
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
八

ト
ラ
ッ
ク
（
法
施
行
規
則
に
規
定
す
る
被
け
ん
引
自
動
車
を
除
く
。
次
項
及

ト
ン
を
超
え
二
十
ト
ン
以
下
の
ト
ラ
ッ
ク
（
法
施
行
規
則
附
則
第
四
条
の
十

び
第
六
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
つ
て
、
同
法
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規

一
第
十
三
項
に
規
定
す
る
け
ん
引
自
動
車
及
び
被
け
ん
引
自
動
車
を
除
く
。
）

定
に
よ
り
令
和
四
年
五
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め

で
あ
つ
て
、
同
法
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
八
年
二
月

ら
れ
た
左
側
面
へ
の
衝
突
に
対
す
る
安
全
性
の
向
上
を
図
る
た
め
の
装
置

一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
横
滑
り
及
び
転
覆

（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
側
方
衝
突
警
報
装
置
」
と
い
う
。
）

に
対
す
る
安
全
性
の
向
上
を
図
る
た
め
の
装
置
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に

に
係
る
保
安
上
又
は
公
害
防
止
そ
の
他
の
環
境
保
全
上
の
技
術
基
準
で
法
施

お
い
て
「
車
両
安
定
性
制
御
装
置
」
と
い
う
。
）
に
係
る
保
安
上
又
は
公
害

行
規
則
に
規
定
す
る
も
の
（
次
項
に
お
い
て
「
側
方
衝
突
警
報
装
置
に
係
る

防
止
そ
の
他
の
環
境
保
全
上
の
技
術
基
準
で
法
施
行
規
則
附
則
第
四
条
の
十

保
安
基
準
」
と
い
う
。
）
及
び
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
令
和
七
年
九
月

一
第
十
一
項
に
規
定
す
る
も
の
、
同
法
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
前
方
障
害
物
と
の

平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ

衝
突
に
対
す
る
安
全
性
の
向
上
を
図
る
た
め
の
装
置
（
以
下
こ
の
項
及
び
第

た
前
方
障
害
物
と
の
衝
突
に
対
す
る
安
全
性
の
向
上
を
図
る
た
め
の
装
置

六
項
に
お
い
て
「
衝
突
被
害
軽
減
制
動
制
御
装
置
」
と
い
う
。
）
に
係
る
保

（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
衝
突
被
害
軽
減
制
動
制
御
装
置
」
と

安
上
又
は
公
害
防
止
そ
の
他
の
環
境
保
全
上
の
技
術
基
準
で
法
施
行
規
則
に

い
う
。
）
に
係
る
保
安
上
又
は
公
害
防
止
そ
の
他
の
環
境
保
全
上
の
技
術
基

規
定
す
る
も
の
（
第
六
項
に
お
い
て
「
衝
突
被
害
軽
減
制
動
制
御
装
置
に
係

準
で
法
施
行
規
則
附
則
第
四
条
の
十
一
第
九
項
に
規
定
す
る
も
の
、
同
法
第

る
保
安
基
準
」
と
い
う
。
）
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
も
の
の
う
ち
、
側
方

四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
七
年
八
月
一
日
以
降
に
適
用
さ

衝
突
警
報
装
置
及
び
衝
突
被
害
軽
減
制
動
制
御
装
置
を
備
え
る
も
の
（
法
施

れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
車
線
か
ら
の
逸
脱
に
対
す
る
安
全
性
の

行
規
則
に
規
定
す
る
も
の
に
限
る
。
）
で
初
回
新
規
登
録
を
受
け
る
も
の
に

向
上
を
図
る
た
め
の
装
置
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
車
線
逸
脱

対
す
る
第
百
二
十
四
条
の
四
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
自
動
車
の

警
報
装
置
」
と
い
う
。
）
に
係
る
保
安
上
又
は
公
害
防
止
そ
の
他
の
環
境
保

取
得
が
令
和
六
年
四
月
三
十
日
ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
同
条
中

全
上
の
技
術
基
準
で
法
施
行
規
則
附
則
第
四
条
の
十
一
第
十
項
に
規
定
す
る

「
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
、
「
同
じ
。
）
か
ら
三
百
五
十
万
円
を
控
除
し

も
の
及
び
同
法
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
令
和
四
年
五
月
一
日
以

て
得
た
額
」
と
す
る
。

降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
左
側
面
へ
の
衝
突
に
対
す

る
安
全
性
の
向
上
を
図
る
た
め
の
装
置
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
六
項
に
お
い

て
「
側
方
衝
突
警
報
装
置
」
と
い
う
。
）
に
係
る
保
安
上
又
は
公
害
防
止
そ

の
他
の
環
境
保
全
上
の
技
術
基
準
で
法
施
行
規
則
附
則
第
四
条
の
十
一
第
十

二
項
に
規
定
す
る
も
の
（
第
六
項
に
お
い
て
「
側
方
衝
突
警
報
装
置
に
係
る

保
安
基
準
」
と
い
う
。
）
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
も
の
の
う
ち
、
車
両
安

定
性
制
御
装
置
、
衝
突
被
害
軽
減
制
動
制
御
装
置
、
車
線
逸
脱
警
報
装
置
及

び
側
方
衝
突
警
報
装
置
を
備
え
る
も
の
（
法
施
行
規
則
附
則
第
四
条
の
十
一

第
八
項
に
規
定
す
る
も
の
に
限
る
。
）
で
初
回
新
規
登
録
を
受
け
る
も
の
に

対
す
る
第
百
二
十
四
条
の
四
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
自
動
車
の

取
得
が
令
和
三
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
同
条
中

「
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
、
「
同
じ
。
）
か
ら
五
百
二
十
五
万
円
を
控
除

し
て
得
た
額
」
と
す
る
。

５

法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
十
三
第
五
項
各
号
に
掲
げ
る
自
動
車
の
う
ち
、

車
両
安
定
性
制
御
装
置
、
衝
突
被
害
軽
減
制
動
制
御
装
置
及
び
車
線
逸
脱
警

報
装
置
を
備
え
る
も
の
（
法
施
行
規
則
附
則
第
四
条
の
十
一
第
十
四
項
に
規

定
す
る
も
の
に
限
る
。
）
で
初
回
新
規
登
録
を
受
け
る
も
の
に
対
す
る
第
百

二
十
四
条
の
四
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
自
動
車
の
取
得
が
令
和

三
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
同
条
中
「
同
じ
。
）
」

と
あ
る
の
は
「
同
じ
。
）
か
ら
三
百
五
十
万
円
を
控
除
し
て
得
た
額
」
と
す

る
。

５

車
両
総
重
量
が
八
ト
ン
を
超
え
る
ト
ラ
ッ
ク

６

車
両
総
重
量
が
八
ト
ン
を
超
え
る
ト
ラ
ッ
ク
（
法
施
行
規
則
附
則
第
四
条

で
あ
つ
て
、

の
十
一
第
十
八
項
に
規
定
す
る
被
け
ん
引
自
動
車
を
除
く
。
）
で
あ
つ
て
、

道
路
運
送
車
両
法
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
令
和
四
年
五
月
一
日

道
路
運
送
車
両
法
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
令
和
四
年
五
月
一
日

以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
側
方
衝
突
警
報
装
置
に

以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
側
方
衝
突
警
報
装
置
に

係
る
保
安
基
準
に
適
合
す
る
も
の
の
う
ち
、
側
方
衝
突
警
報
装
置
を
備
え
る

係
る
保
安
基
準
に
適
合
す
る
も
の
の
う
ち
、
側
方
衝
突
警
報
装
置
を
備
え
る

も
の
（
法
施
行
規
則
附
則
第
四
条
の
十
一
第
十
七
項
に
規
定
す
る
も
の
に
限

も
の
（
法
施
行
規
則
附
則
第
四
条
の
十
一
第
十
七
項
に
規
定
す
る
も
の
に
限

る
。
）
で
初
回
新
規
登
録
を
受
け
る
も
の
に
対
す
る
第
百
二
十
四
条
の
四
の

る
。
）
で
初
回
新
規
登
録
を
受
け
る
も
の
に
対
す
る
第
百
二
十
四
条
の
四
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
自
動
車
の
取
得
が
令
和
六
年
四
月
三
十
日

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
自
動
車
の
取
得
が
令
和
五
年
三
月
三
十
一

ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
同
条
中
「
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
、

日
ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
同
条
中
「
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
、

「
同
じ
。
）
か
ら
百
七
十
五
万
円
を
控
除
し
て
得
た
額
」
と
す
る
。

「
同
じ
。
）
か
ら
百
七
十
五
万
円
を
控
除
し
て
得
た
額
」
と
す
る
。

６

乗
用
車
（
法
施
行
規
則
に
規
定
す
る
も
の
に
限
る
。
）
、
バ
ス
（
法
施
行

規
則
に
規
定
す
る
も
の
に
限
る
。
）
又
は
車
両
総
重
量
が
三
・
五
ト
ン
を
超

え
る
ト
ラ
ッ
ク
で
あ
つ
て
、
道
路
運
送
車
両
法
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
令
和
七
年
九
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら

れ
た
衝
突
被
害
軽
減
制
動
制
御
装
置
に
係
る
保
安
基
準
に
適
合
す
る
も
の
の

う
ち
、
衝
突
被
害
軽
減
制
動
制
御
装
置
を
備
え
る
も
の
（
法
施
行
規
則
に
規

定
す
る
も
の
に
限
る
。
）
で
初
回
新
規
登
録
を
受
け
る
も
の
に
対
す
る
第
百
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二
十
四
条
の
四
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
自
動
車
の
取
得
が
令
和

七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
同
条
中
「
同
じ
。
）
」

と
あ
る
の
は
、
「
同
じ
。
）
か
ら
百
七
十
五
万
円
を
控
除
し
て
得
た
額
」
と

す
る
。

７

略

７

略

（
自
動
車
税
の
種
別
割
の
税
率
の
特
例
）

（
自
動
車
税
の
種
別
割
の
税
率
の
特
例
）

第
十
九
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
自
動
車
（
電
気
自
動
車
（
第
百
二
十
五
条
第

第
十
九
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
自
動
車
（
電
気
自
動
車
（
第
百
二
十
五
条
第

一
項
第
一
号
イ
⑴
に
規
定
す
る
電
気
自
動
車
を
い
う
。
第
三
項
第
一
号
及
び

一
項
第
一
号
イ
⑴
に
規
定
す
る
電
気
自
動
車
を
い
う
。
以
下
こ
の
条

及
び

次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
天
然
ガ
ス
自
動
車
（
法
第
百
四
十
九
条
第
一
項

次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
天
然
ガ
ス
自
動
車
（
法
第
百
四
十
九
条
第
一
項

第
二
号
に
規
定
す
る
天
然
ガ
ス
自
動
車
を
い
う
。
第
三
項
第
二
号
及
び
次
条

第
二
号
に
規
定
す
る
天
然
ガ
ス
自
動
車
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条

第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
メ
タ
ノ
ー
ル
自
動
車
（
専
ら
メ
タ
ノ
ー
ル
を

に
お
い
て
同
じ
。
）
、
メ
タ
ノ
ー
ル
自
動
車
（
専
ら
メ
タ
ノ
ー
ル
を

内
燃
機
関
の
燃
料
と
し
て
用
い
る
自
動
車
で
法
施
行
規
則
附
則
第
五
条
第
一

内
燃
機
関
の
燃
料
と
し
て
用
い
る
自
動
車
で
法
施
行
規
則
附
則
第
五
条
第
一

項
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
次
条
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
混
合
メ

項
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
次
条

に
お
い
て
同
じ
。
）
、
混
合
メ

タ
ノ
ー
ル
自
動
車
（
メ
タ
ノ
ー
ル
と
メ
タ
ノ
ー
ル
以
外
の
も
の
と
の
混
合
物

タ
ノ
ー
ル
自
動
車
（
メ
タ
ノ
ー
ル
と
メ
タ
ノ
ー
ル
以
外
の
も
の
と
の
混
合
物

で
法
施
行
規
則
附
則
第
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
も
の
を
内
燃
機
関
の
燃
料

で
法
施
行
規
則
附
則
第
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
も
の
を
内
燃
機
関
の
燃
料

と
し
て
用
い
る
自
動
車
で
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
次
条
第

と
し
て
用
い
る
自
動
車
で
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
次
条

三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
ガ
ソ
リ
ン
を
内
燃
機
関
の
燃
料
と
し
て
用
い

に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
ガ
ソ
リ
ン
を
内
燃
機
関
の
燃
料
と
し
て
用
い

る
電
力
併
用
自
動
車
（
法
第
百
四
十
九
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
電
力

る
電
力
併
用
自
動
車
（
法
第
百
四
十
九
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
電
力

併
用
自
動
車
を
い
う
。
次
条
第
三
項

に
お
い
て
同
じ
。
）
並
び
に

併
用
自
動
車
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
並
び
に

自
家
用
の
乗
用
車
等
（
自
家
用
の
乗
用
車
（
三
輪
の
小
型
自
動
車
で
あ
る
も

自
家
用
の
乗
用
車
等
（
自
家
用
の
乗
用
車
（
三
輪
の
小
型
自
動
車
で
あ
る
も

の
を
除
く
。
次
条
第
一
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
車

の
を
除
く
。
次
条

に
お
い
て
同
じ
。
）
、
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
車

及
び
乗
用
車
に
類
す
る
特
種
用
途
自
動
車
（
第
百
二
十
五
条
第
一
項
第
五
号

及
び
乗
用
車
に
類
す
る
特
種
用
途
自
動
車
（
第
百
二
十
五
条
第
一
項
第
五
号

ハ
⑴
の
特
種
用
途
自
動
車
の
う
ち
自
家
用
の
も
の
を
い
う
。
次
条
第
一
項
第

ハ
⑴
の
特
種
用
途
自
動
車
の
う
ち
自
家
用
の
も
の
を
い
う
。
次
条
に
お
い
て

一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
い
う
。
次
条
第
一
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
同

同
じ
。
）
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条

に
お
い
て
同

じ
。
）
、
第
百
二
十
五
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑴
に
規
定
す
る
一
般
乗
合
用
バ

じ
。
）
、
同
項
第
三
号
イ
⑴

に
規
定
す
る
一
般
乗
合
用
バ

ス
及
び
被
け
ん
引
自
動
車
を
除
く
。
）
に
対
す
る
当
該
各
号
に
定
め
る
年
度

ス
及
び
被
け
ん
引
自
動
車
を
除
く
。
）
に
対
す
る
当
該
各
号
に
定
め
る
年
度

以
後
の
年
度
分
の
自
動
車
税
の
種
別
割
に
係
る
同
項
及
び
同
条
第
二
項

以
後
の
年
度
分
の
自
動
車
税
の
種
別
割
に
係
る
同
項
及
び
第
百
二
十
五
条
第

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
条
の
規
定

二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
条
の
規
定

中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句

中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句

と
す
る
。

と
す
る
。

一

法
第
百
四
十
九
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
ガ
ソ
リ
ン
自
動
車
（
第

一

法
第
百
四
十
九
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
ガ
ソ
リ
ン
自
動
車
（
以

三
項
第
四
号
及
び
第
四
項
第
一
号
に
お
い
て
「
ガ
ソ
リ
ン
自
動
車
」
と
い

下
こ
の
条

に
お
い
て
「
ガ
ソ
リ
ン
自
動
車
」
と
い

う
。
）
又
は
同
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
石
油
ガ
ス
自
動
車
（
第
三

う
。
）
又
は
同
項
第
五
号

に
規
定
す
る
石
油
ガ
ス
自
動
車
（
以
下

項
第
五
号
及
び
第
四
項
第
二
号
に
お
い
て
「
石
油
ガ
ス
自
動
車
」
と
い
う
。
）

こ
の
条

に
お
い
て
「
石
油
ガ
ス
自
動
車
」
と
い
う
。
）

で
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
初
回
新
規
登
録
を
受
け
た
も
の

で
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
初
回
新
規
登
録
を
受
け
た
も
の

初
回
新
規
登
録
を
受
け
た
日
か
ら
起
算
し
て
十
四
年
を
経
過
し
た
日
の

初
回
新
規
登
録
を
受
け
た
日
か
ら
起
算
し
て
十
四
年
を
経
過
し
た
日
の

属
す
る
年
度

属
す
る
年
度

二

法
第
百
四
十
九
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
軽
油
自
動
車
（
第
三
項

二

法
第
百
四
十
九
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
軽
油
自
動
車
（
以
下
こ

第
六
号
及
び
第
四
項
第
三
号
に
お
い
て
「
軽
油
自
動
車
」
と
い
う
。
）
そ

の
条

に
お
い
て
「
軽
油
自
動
車
」
と
い
う
。
）
そ

の
他
の
前
号
に
掲
げ
る
自
動
車
以
外
の
自
動
車
で
平
成
二
十
七
年
三
月
三

の
他
の
前
号
に
掲
げ
る
自
動
車
以
外
の
自
動
車
で
平
成
二
十
四
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
に
初
回
新
規
登
録
を
受
け
た
も
の

初
回
新
規
登
録
を
受
け

十
一
日
ま
で
に
初
回
新
規
登
録
を
受
け
た
も
の

初
回
新
規
登
録
を
受
け

た
日
か
ら
起
算
し
て
十
二
年
を
経
過
し
た
日
の
属
す
る
年
度

た
日
か
ら
起
算
し
て
十
二
年
を
経
過
し
た
日
の
属
す
る
年
度

（
表

略
）

（
表

略
）

２

略

２

略

３

次
に
掲
げ
る
自
動
車
に
対
す
る
第
百
二
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
自
動
車
が
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
三

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
初
回
新
規
登
録
を
受
け
た
場
合
に
は
令
和
三

年
度
分
の
自
動
車
税
の
種
別
割
に
限
り
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
条
の

規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る

字
句
と
す
る
。

一

電
気
自
動
車

二

天
然
ガ
ス
自
動
車
の
う
ち
、
道
路
運
送
車
両
法
第
四
十
一
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
平
成
三
十
年
十
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し

て
定
め
ら
れ
た
自
動
車
排
出
ガ
ス
に
係
る
保
安
上
又
は
公
害
防
止
そ
の
他

の
環
境
保
全
上
の
技
術
基
準
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
排
出
ガ
ス
保
安

基
準
」
と
い
う
。
）
で
法
施
行
規
則
附
則
第
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す

る
も
の
（
第
六
項
第
二
号
に
お
い
て
「
平
成
三
十
年
天
然
ガ
ス
車
基
準
」

と
い
う
。
）
に
適
合
す
る
も
の
又
は
同
法
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
平
成
二
十
一
年
十
月
一
日
（
車
両
総
重
量
が
三
・
五
ト
ン
を
超
え
十
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二
ト
ン
以
下
の
も
の
に
あ
つ
て
は
、
平
成
二
十
二
年
十
月
一
日
）
以
降
に

適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
排
出
ガ
ス
保
安
基
準
で
法
施

行
規
則
第
九
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
も
の
（
以
下
こ
の
号
及
び
第
六

項
第
二
号
に
お
い
て
「
平
成
二
十
一
年
天
然
ガ
ス
車
基
準
」
と
い
う
。
）

に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
二
十
一
年
天
然
ガ
ス

車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
十
分
の
九
を
超
え
な
い
も
の
で
法

施
行
規
則
附
則
第
五
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
も
の

三

充
電
機
能
付
電
力
併
用
自
動
車
（
電
力
併
用
自
動
車
の
う
ち
、
動
力
源

と
し
て
用
い
る
電
気
を
外
部
か
ら
充
電
す
る
機
能
を
備
え
て
い
る
も
の
で

法
施
行
規
則
第
九
条
の
二
第
七
項
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
）

四

ガ
ソ
リ
ン
自
動
車
の
う
ち
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
法
第
百
四
十
九

条
第
一
項
第
四
号
イ
⑴

に
規
定
す
る
平
成
三
十
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車

(ⅰ)

基
準
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
平
成
三
十
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
」

と
い
う
。
）
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
二
分
の
一
を
超
え
な
い
も
の

又
は
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
同
号
イ
⑴

に
規
定
す
る
平
成
十
七
年
ガ

(ⅱ)

ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ

ン
軽
中
量
車
基
準
」
と
い
う
。
）
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
四
分
の

一
を
超
え
な
い
も
の
で
あ
つ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
（
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
四
年
法
律
第
四
十
九
号
）

第
百
四
十
七
条
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
を
い
う
。

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
法
第
百
四
十
五
条
第
五
号
に
規
定
す

る
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
で
あ
つ
て
令
和
二
年
度
以
降
の
各
年
度
に

お
い
て
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
（
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
「
令
和
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
」
と
い
う
。
）
に

百
分
の
百
三
十
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
の
も
の
で
法
施
行
規
則
附
則
第

五
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
も
の

五

石
油
ガ
ス
自
動
車
の
う
ち
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
法
第
百
四
十
九

条
第
一
項
第
五
号
イ
⑴

に
規
定
す
る
平
成
三
十
年
石
油
ガ
ス
軽
中
量
車

(ⅰ)

基
準
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
平
成
三
十
年
石
油
ガ
ス
軽
中
量
車
基
準
」

と
い
う
。
）
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
二
分
の
一
を
超
え
な
い
も
の

又
は
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
同
号
イ
⑴

に
規
定
す
る
平
成
十
七
年
石

(ⅱ)

油
ガ
ス
軽
中
量
車
基
準
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
平
成
十
七
年
石
油
ガ

ス
軽
中
量
車
基
準
」
と
い
う
。
）
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
四
分
の

一
を
超
え
な
い
も
の
で
あ
つ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
令
和
二
年
度

基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の
百
三
十
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上

の
も
の
で
法
施
行
規
則
附
則
第
五
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
も
の

六

軽
油
自
動
車
の
う
ち
、
法
第
百
四
十
九
条
第
一
項
第
六
号
イ
に
規
定
す

る
平
成
三
十
年
軽
油
軽
中
量
車
基
準
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
平
成
三

十
年
軽
油
軽
中
量
車
基
準
」
と
い
う
。
）
又
は
同
号
イ
に
規
定
す
る
平
成

二
十
一
年
軽
油
軽
中
量
車
基
準
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
平
成
二
十
一

年
軽
油
軽
中
量
車
基
準
」
と
い
う
。
）
に
適
合
す
る
乗
用
車

第
一
項
第
一
号
イ

七
千
五
百
円

二
千
円

八
千
五
百
円

二
千
五
百
円

九
千
五
百
円

二
千
五
百
円

一
万
三
千
八
百
円

三
千
五
百
円

一
万
五
千
七
百
円

四
千
円

一
万
七
千
九
百
円

四
千
五
百
円

二
万
五
百
円

五
千
五
百
円

二
万
三
千
六
百
円

六
千
円

二
万
七
千
二
百
円

七
千
円
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四
万
七
百
円

一
万
五
百
円

第
一
項
第
一
号
ロ

二
万
五
千
円

六
千
五
百
円

三
万
五
百
円

八
千
円

三
万
六
千
円

九
千
円

四
万
三
千
五
百
円

一
万
千
円

五
万
円

一
万
二
千
五
百
円

五
万
七
千
円

一
万
四
千
五
百
円

六
万
五
千
五
百
円

一
万
六
千
五
百
円

七
万
五
千
五
百
円

一
万
九
千
円

八
万
七
千
円

二
万
二
千
円

十
一
万
円

二
万
七
千
五
百
円

第
一
項
第
二
号
イ

六
千
五
百
円

二
千
円

九
千
円

二
千
五
百
円

一
万
二
千
円

三
千
円

一
万
五
千
円

四
千
円

一
万
八
千
五
百
円

五
千
円

二
万
二
千
円

五
千
五
百
円

二
万
五
千
五
百
円

六
千
五
百
円

二
万
九
千
五
百
円

七
千
五
百
円

四
千
七
百
円

千
二
百
円

第
一
項
第
二
号
ロ

八
千
円

二
千
円

一
万
千
五
百
円

三
千
円

一
万
六
千
円

四
千
円

二
万
五
百
円

五
千
五
百
円

二
万
五
千
五
百
円

六
千
五
百
円

三
万
円

七
千
五
百
円

三
万
五
千
円

九
千
円

四
万
五
百
円

一
万
五
百
円

六
千
三
百
円

千
六
百
円

第
一
項
第
二
号
ハ
⑴

七
千
五
百
円

二
千
円
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一
万
五
千
百
円

四
千
円

第
一
項
第
二
号
ハ
⑵

一
万
二
百
円

三
千
円

二
万
六
百
円

五
千
五
百
円

第
一
項
第
三
号
イ
⑴

一
万
二
千
円

三
千
円

一
万
四
千
五
百
円

四
千
円

一
万
七
千
五
百
円

四
千
五
百
円

二
万
円

五
千
円

二
万
二
千
五
百
円

六
千
円

二
万
五
千
五
百
円

六
千
五
百
円

二
万
九
千
円

七
千
五
百
円

第
一
項
第
三
号
イ
⑵

二
万
六
千
五
百
円

七
千
円

三
万
二
千
円

八
千
円

三
万
八
千
円

九
千
五
百
円

四
万
四
千
円

一
万
千
円

五
万
五
百
円

一
万
三
千
円

五
万
七
千
円

一
万
四
千
五
百
円

六
万
四
千
円

一
万
六
千
円

第
一
項
第
三
号
ロ

三
万
三
千
円

八
千
五
百
円

四
万
千
円

一
万
五
百
円

四
万
九
千
円

一
万
二
千
五
百
円

五
万
七
千
円

一
万
四
千
五
百
円

六
万
五
千
五
百
円

一
万
六
千
五
百
円

七
万
四
千
円

一
万
八
千
五
百
円

八
万
三
千
円

二
万
千
円

第
一
項
第
四
号

四
千
五
百
円

千
五
百
円

六
千
円

千
五
百
円

第
一
項
第
五
号
イ

七
千
七
百
円

二
千
円

一
万
五
千
四
百
円

四
千
円

第
一
項
第
五
号
ロ

二
万
円

五
千
円

二
万
四
千
四
百
円

六
千
五
百
円
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二
万
八
千
八
百
円

七
千
五
百
円

三
万
四
千
八
百
円

九
千
円

四
万
円

一
万
円

四
万
五
千
六
百
円

一
万
千
五
百
円

五
万
二
千
四
百
円

一
万
三
千
五
百
円

六
万
四
百
円

一
万
五
千
五
百
円

六
万
九
千
六
百
円

一
万
七
千
五
百
円

八
万
八
千
円

二
万
二
千
円

第
一
項
第
五
号
ハ
⑴

第
一
号

附
則
第
十
九
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
さ
れ
る
第
一

号

第
一
項
第
五
号
ハ
⑵

第
二
号

附
則
第
十
九
条
第
三
項

(ⅰ)

の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
さ
れ
る
第
二

号

九
千
円

二
千
五
百
円

一
万
八
千
五
百
円

五
千
円

二
万
九
千
五
百
円

七
千
五
百
円

四
万
三
千
六
百
円

一
万
千
円

一
万
千
五
百
円

三
千
円

二
万
五
千
五
百
円

六
千
五
百
円

四
万
五
百
円

一
万
五
百
円

五
万
九
千
四
百
円

一
万
五
千
円

第
一
項
第
五
号
ハ
⑵

第
二
号

附
則
第
十
九
条
第
三
項

(ⅱ)

の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
さ
れ
る
第
二

号

第
一
項
第
五
号
ハ
⑶

第
三
号

附
則
第
十
九
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
さ
れ
る
第
三

号

第
一
項
第
五
号
ハ
⑷

第
四
号

附
則
第
十
九
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
さ
れ
る
第
四

号

第
二
項

同
項
第
二
号
又
は
第

附
則
第
十
九
条
第
三
項

五
号
ハ
⑵

の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
さ
れ
る
前
項
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第
二
号
又
は
第
五
号
ハ

⑵

第
二
項
第
一
号

三
千
七
百
円

千
円

四
千
七
百
円

千
二
百
円

六
千
三
百
円

千
六
百
円

第
二
項
第
二
号

五
千
二
百
円

千
三
百
円

六
千
三
百
円

千
六
百
円

八
千
円

二
千
円

４

次
に
掲
げ
る
自
動
車
（
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
を
除
く
。
）

に
対
す
る
第
百
二
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は

、
当
該
自
動
車
が
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

の
間
に
初
回
新
規
登
録
を
受
け
た
場
合
に
は
令
和
三
年
度
分
の
自
動
車
税
の

種
別
割
に
限
り
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
条
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に

掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

一

ガ
ソ
リ
ン
自
動
車
の
う
ち
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
三
十
年
ガ

ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
二
分
の
一
を
超
え

な
い
も
の
又
は
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量

車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
四
分
の
一
を
超
え
な
い
も
の
で
あ

つ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
令
和
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効

率
に
百
分
の
百
十
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
の
も
の
で
法
施
行
規
則
附
則

第
五
条
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
も
の

二

石
油
ガ
ス
自
動
車
の
う
ち
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
三
十
年
石

油
ガ
ス
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
二
分
の
一
を
超
え

な
い
も
の
又
は
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
十
七
年
石
油
ガ
ス
軽
中
量

車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
四
分
の
一
を
超
え
な
い
も
の
で
あ

つ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
令
和
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効

率
に
百
分
の
百
十
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
の
も
の
で
法
施
行
規
則
附
則

第
五
条
の
二
第
六
項
に
規
定
す
る
も
の

第
一
項
第
一
号
イ

七
千
五
百
円

四
千
円

八
千
五
百
円

四
千
五
百
円

九
千
五
百
円

五
千
円

一
万
三
千
八
百
円

七
千
円

一
万
五
千
七
百
円

八
千
円

一
万
七
千
九
百
円

九
千
円

二
万
五
百
円

一
万
五
百
円

二
万
三
千
六
百
円

一
万
二
千
円

二
万
七
千
二
百
円

一
万
四
千
円

四
万
七
百
円

二
万
五
百
円

第
一
項
第
一
号
ロ

二
万
五
千
円

一
万
二
千
五
百
円

三
万
五
百
円

一
万
五
千
五
百
円
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三
万
六
千
円

一
万
八
千
円

四
万
三
千
五
百
円

二
万
二
千
円

五
万
円

二
万
五
千
円

五
万
七
千
円

二
万
八
千
五
百
円

六
万
五
千
五
百
円

三
万
三
千
円

七
万
五
千
五
百
円

三
万
八
千
円

八
万
七
千
円

四
万
三
千
五
百
円

十
一
万
円

五
万
五
千
円

第
一
項
第
二
号
イ

六
千
五
百
円

三
千
五
百
円

九
千
円

四
千
五
百
円

一
万
二
千
円

六
千
円

一
万
五
千
円

七
千
五
百
円

一
万
八
千
五
百
円

九
千
五
百
円

二
万
二
千
円

一
万
千
円

二
万
五
千
五
百
円

一
万
三
千
円

二
万
九
千
五
百
円

一
万
五
千
円

四
千
七
百
円

二
千
四
百
円

第
一
項
第
二
号
ロ

八
千
円

四
千
円

一
万
千
五
百
円

六
千
円

一
万
六
千
円

八
千
円

二
万
五
百
円

一
万
五
百
円

二
万
五
千
五
百
円

一
万
三
千
円

三
万
円

一
万
五
千
円

三
万
五
千
円

一
万
七
千
五
百
円

四
万
五
百
円

二
万
五
百
円

六
千
三
百
円

三
千
二
百
円

第
一
項
第
二
号
ハ
⑴

七
千
五
百
円

四
千
円

一
万
五
千
百
円

八
千
円

第
一
項
第
二
号
ハ
⑵

一
万
二
百
円

五
千
五
百
円

二
万
六
百
円

一
万
五
百
円
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第
一
項
第
三
号
イ
⑴

一
万
二
千
円

六
千
円

一
万
四
千
五
百
円

七
千
五
百
円

一
万
七
千
五
百
円

九
千
円

二
万
円

一
万
円

二
万
二
千
五
百
円

一
万
千
五
百
円

二
万
五
千
五
百
円

一
万
三
千
円

二
万
九
千
円

一
万
四
千
五
百
円

第
一
項
第
三
号
イ
⑵

二
万
六
千
五
百
円

一
万
三
千
五
百
円

三
万
二
千
円

一
万
六
千
円

三
万
八
千
円

一
万
九
千
円

四
万
四
千
円

二
万
二
千
円

五
万
五
百
円

二
万
五
千
五
百
円

五
万
七
千
円

二
万
八
千
五
百
円

六
万
四
千
円

三
万
二
千
円

第
一
項
第
三
号
ロ

三
万
三
千
円

一
万
六
千
五
百
円

四
万
千
円

二
万
五
百
円

四
万
九
千
円

二
万
四
千
五
百
円

五
万
七
千
円

二
万
八
千
五
百
円

六
万
五
千
五
百
円

三
万
三
千
円

七
万
四
千
円

三
万
七
千
円

八
万
三
千
円

四
万
千
五
百
円

第
一
項
第
四
号

四
千
五
百
円

二
千
五
百
円

六
千
円

三
千
円

第
一
項
第
五
号
イ

七
千
七
百
円

四
千
円

一
万
五
千
四
百
円

八
千
円

第
一
項
第
五
号
ロ

二
万
円

一
万
円

二
万
四
千
四
百
円

一
万
二
千
五
百
円

二
万
八
千
八
百
円

一
万
四
千
五
百
円

三
万
四
千
八
百
円

一
万
七
千
五
百
円

四
万
円

二
万
円
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四
万
五
千
六
百
円

二
万
三
千
円

五
万
二
千
四
百
円

二
万
六
千
五
百
円

六
万
四
百
円

三
万
五
百
円

六
万
九
千
六
百
円

三
万
五
千
円

八
万
八
千
円

四
万
四
千
円

第
一
項
第
五
号
ハ
⑴

第
一
号

附
則
第
十
九
条
第
四
項

の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
さ
れ
る
第
一

号

第
一
項
第
五
号
ハ
⑵

第
二
号

附
則
第
十
九
条
第
四
項

(ⅰ)

の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
さ
れ
る
第
二

号

九
千
円

四
千
五
百
円

一
万
八
千
五
百
円

九
千
五
百
円

二
万
九
千
五
百
円

一
万
五
千
円

四
万
三
千
六
百
円

二
万
二
千
円

一
万
千
五
百
円

六
千
円

二
万
五
千
五
百
円

一
万
三
千
円

四
万
五
百
円

二
万
五
百
円

五
万
九
千
四
百
円

三
万
円

第
一
項
第
五
号
ハ
⑵

第
二
号

附
則
第
十
九
条
第
四
項

(ⅱ)

の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
さ
れ
る
第
二

号

第
一
項
第
五
号
ハ
⑶

第
三
号

附
則
第
十
九
条
第
四
項

の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
さ
れ
る
第
三

号

第
一
項
第
五
号
ハ
⑷

第
四
号

附
則
第
十
九
条
第
四
項

の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
さ
れ
る
第
四

号

第
二
項

同
項
第
二
号
又
は
第

附
則
第
十
九
条
第
四
項

五
号
ハ
⑵

の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
さ
れ
る
前
項

第
二
号
又
は
第
五
号
ハ

⑵

第
二
項
第
一
号

三
千
七
百
円

千
八
百
円

四
千
七
百
円

二
千
三
百
円
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六
千
三
百
円

三
千
二
百
円

第
二
項
第
二
号

五
千
二
百
円

二
千
六
百
円

六
千
三
百
円

三
千
二
百
円

八
千
円

四
千
円

５

第
三
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
自
動
車
の
う
ち
、
自
家
用
の

乗
用
車
等
に
対
す
る
第
百
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

当
該
自
家
用
の
乗
用
車
等
が
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
四
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
間
に
初
回
新
規
登
録
を
受
け
た
場
合
に
は
令
和
四
年
度
分
の
自

動
車
税
の
種
別
割
に
限
り
、
当
該
自
家
用
の
乗
用
車
等
が
令
和
四
年
四
月
一

日
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
初
回
新
規
登
録
を
受
け
た
場

合
に
は
令
和
五
年
度
分
の
自
動
車
税
の
種
別
割
に
限
り
、
第
三
項
の
表
の
上

欄
に
掲
げ
る
同
条
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同

表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
表
中
「
附
則

第
十
九
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
附
則
第
十
九
条
第
五
項
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。

３

次
に
掲
げ
る
自
動
車

に
対
す
る
第
百

６

次
に
掲
げ
る
自
動
車
（
自
家
用
の
乗
用
車
等
を
除
く
。
）
に
対
す
る
第
百

二
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は

二
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
自
動
車

が
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
初
回
新

、

規
登
録
を
受
け
た
場
合
に
は
令
和
四
年
度
分
の
自
動
車
税
の
種
別
割
に
限
り
、

当
該
自
動
車
が
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の

当
該
自
動
車
が
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の

間
に
初
回
新
規
登
録
を
受
け
た
場
合
に
は
、
当
該
初
回
新
規
登
録
を
受
け
た

間
に
初
回
新
規
登
録
を
受
け
た
場
合
に
は
令
和
五
年
度
分

日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
分
の
自
動
車
税
の
種
別
割
に
限
り
、
次
の

の
自
動
車
税
の
種
別
割
に
限
り
、
第
三
項
の

表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
条
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ

表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
条
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ

ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
表
中

「
附
則
第
十
九
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
附
則
第
十
九
条
第
六
項
」
と

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

一

略

一

略

二

天
然
ガ
ス
自
動
車
の
う
ち
、
道
路
運
送
車
両
法
第
四
十
一
条
第
一
項
の

二

天
然
ガ
ス
自
動
車
の
う
ち
、
平
成
三
十
年
天
然
ガ
ス
車
基
準

規
定
に
よ
り
平
成
三
十
年
十
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し

て
定
め
ら
れ
た
法
第
百
四
十
九
条
第
一
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
排
出
ガ

ス
保
安
基
準
で
法
施
行
規
則
附
則
第
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の

に
適
合
す
る
も
の
又
は
同
号
ロ
に
規
定
す
る
平
成
二
十
一
年
天
然
ガ
ス
車

に
適
合
す
る
も
の
又
は
平
成
二
十
一
年
天
然
ガ
ス
車
基
準

基
準
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
平
成
二
十
一
年
天
然
ガ
ス
車
基
準
」
と

い
う
。
）
に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
二
十
一
年

に
適
合
し
、
か
つ
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
二
十
一
年

天
然
ガ
ス
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
十
分
の
九
を
超
え
な
い

天
然
ガ
ス
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
十
分
の
九
を
超
え
な
い

も
の
で
法
施
行
規
則
附
則
第
五
条
の
二
第
七
項
に
規
定
す
る
も
の

も
の
で
法
施
行
規
則
附
則
第
五
条
の
二
第
七
項
に
規
定
す
る
も
の

三

略

三

略

四

ガ
ソ
リ
ン
自
動
車
（
営
業
用
の
乗
用
車
等
（
営
業
用
の
乗
用
車
及
び
乗

四

ガ
ソ
リ
ン
自
動
車
（
営
業
用
の
乗
用
車
等
（
営
業
用
の
乗
用
車
及
び
乗

用
車
に
類
す
る
特
種
用
途
自
動
車
（
第
百
二
十
五
条
第
一
項
第
五
号
ハ
⑴

用
車
に
類
す
る
特
種
用
途
自
動
車
（
第
百
二
十
五
条
第
一
項
第
五
号
ハ
⑴

の
特
種
用
途
自
動
車
の
う
ち
営
業
用
の
も
の
を
い
う
。
）
を
い
う
。
以
下

の
特
種
用
途
自
動
車
の
う
ち
営
業
用
の
も
の
を
い
う
。
）
を
い
う
。
以
下

こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
限
る
。
）
の
う
ち
、
窒
素
酸
化

こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
限
る
。
）
の
う
ち
、
窒
素
酸
化

物
の
排
出
量
が
法
第
百
四
十
九
条
第
一
項
第
四
号
イ
⑴

に
規
定
す
る
平

物
の
排
出
量
が
平
成
三
十
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準

(ⅰ)

成
三
十
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
（
次
項
第
一
号
に
お
い
て
「
平
成
三

十
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
」
と
い
う
。
）
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の

に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の

値
の
二
分
の
一
を
超
え
な
い
も
の
又
は
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
同
条
第

値
の
二
分
の
一
を
超
え
な
い
も
の
又
は
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
十

一
項
第
四
号
イ
⑴

に
規
定
す
る
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準

七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準

(ⅱ)

（
次
項
第
一
号
に
お
い
て
「
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
」
と

い
う
。
）
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
四
分
の
一
を
超
え
な
い
も
の
で

に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
四
分
の
一
を
超
え
な
い
も
の
で

あ
つ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
同
条
第
一
項
第
四
号
イ
⑵

あ
つ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
法
第
百
四
十
九
条
第
一
項
第
四
号
イ

に
規
定
す
る
令
和
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
（
以
下
こ
の

⑵
に
規
定
す
る
令
和
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
（
以
下
こ
の

項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
令
和
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
」

項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
令
和
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
」

と
い
う
。
）
に
百
分
の
九
十
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
か
つ
同
号
イ
⑶
に

と
い
う
。
）
に
百
分
の
九
十
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
か
つ
令
和
二
年
度

規
定
す
る
令
和
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
（
以
下
こ
の
項
及
び

基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率

次
項
に
お
い
て
「
令
和
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
」
と
い
う
。

）
以
上
の
も
の
で
法
施
行
規
則
附
則
第
五
条
の
二
第
八
項
に
規
定
す
る
も

以
上
の
も
の
で
法
施
行
規
則
附
則
第
五
条
の
二
第
八
項
に
規
定
す
る
も
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の

の

五

石
油
ガ
ス
自
動
車
（
営
業
用
の
乗
用
車
等
に
限
る
。
）
の
う
ち
、
窒
素

五

石
油
ガ
ス
自
動
車
（
営
業
用
の
乗
用
車
等
に
限
る
。
）
の
う
ち
、
窒
素

酸
化
物
の
排
出
量
が
法
第
百
四
十
九
条
第
一
項
第
五
号
イ
⑴

に
規
定
す

酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
三
十
年
石
油
ガ
ス
軽
中
量
車
基
準

(ⅰ)

る
平
成
三
十
年
石
油
ガ
ス
軽
中
量
車
基
準
（
次
項
第
二
号
に
お
い
て
「
平

成
三
十
年
石
油
ガ
ス
軽
中
量
車
基
準
」
と
い
う
。
）
に
定
め
る
窒
素
酸
化

に
定
め
る
窒
素
酸
化

物
の
値
の
二
分
の
一
を
超
え
な
い
も
の
又
は
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
同

物
の
値
の
二
分
の
一
を
超
え
な
い
も
の
又
は
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平

条
第
一
項
第
五
号
イ
⑴

に
規
定
す
る
平
成
十
七
年
石
油
ガ
ス
軽
中
量
車

成
十
七
年
石
油
ガ
ス
軽
中
量
車
基
準

(ⅱ)

基
準
（
次
項
第
二
号
に
お
い
て
「
平
成
十
七
年
石
油
ガ
ス
軽
中
量
車
基
準
」

と
い
う
。
）
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
四
分
の
一
を
超
え
な
い
も
の

に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
四
分
の
一
を
超
え
な
い
も
の

で
あ
つ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
令
和
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
あ
つ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
令
和
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
効
率
に
百
分
の
九
十
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
か
つ
令
和
二
年
度
基

消
費
効
率
に
百
分
の
九
十
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
か
つ
令
和
二
年
度
基

準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
以
上
の
も
の
で
法
施
行
規
則
附
則
第
五
条
の
二

準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
以
上
の
も
の
で
法
施
行
規
則
附
則
第
五
条
の
二

第
九
項
に
規
定
す
る
も
の

第
九
項
に
規
定
す
る
も
の

六

軽
油
自
動
車
（
営
業
用
の
乗
用
車
等
に
限
る
。
）
の
う
ち
、
法
第
百
四

六

軽
油
自
動
車
（
営
業
用
の
乗
用
車
等
に
限
る
。
）
の
う
ち
、
平
成
三
十

十
九
条
第
一
項
第
六
号
イ
⑴
に
規
定
す
る
平
成
三
十
年
軽
油
軽
中
量
車
基

年
軽
油
軽
中
量
車
基
準
又
は
平
成
二
十
一
年
軽
油
軽
中
量
車
基
準

準
（
次
項
第
三
号
に
お
い
て
「
平
成
三
十
年
軽
油
軽
中
量
車
基
準
」
と
い

う
。
）
又
は
同
条
第
一
項
第
六
号
イ
⑴
に
規
定
す
る
平
成
二
十
一
年
軽
油

軽
中
量
車
基
準
（
次
項
第
三
号
に
お
い
て
「
平
成
二
十
一
年
軽
油
軽
中
量

車
基
準
」
と
い
う
。
）
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

に
適
合
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

効
率
が
令
和
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の
九
十
を
乗

効
率
が
令
和
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の
九
十
を
乗

じ
て
得
た
数
値
以
上
か
つ
令
和
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
以
上

じ
て
得
た
数
値
以
上
か
つ
令
和
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
以
上

の
も
の
で
法
施
行
規
則
附
則
第
五
条
の
二
第
十
項
に
規
定
す
る
も
の

の
も
の
で
法
施
行
規
則
附
則
第
五
条
の
二
第
十
項
に
規
定
す
る
も
の

第
一
項
第
一
号
イ

七
千
五
百
円

二
千
円

八
千
五
百
円

二
千
五
百
円

九
千
五
百
円

二
千
五
百
円

一
万
三
千
八
百
円

三
千
五
百
円

一
万
五
千
七
百
円

四
千
円

一
万
七
千
九
百
円

四
千
五
百
円

二
万
五
百
円

五
千
五
百
円

二
万
三
千
六
百
円

六
千
円

二
万
七
千
二
百
円

七
千
円

四
万
七
百
円

一
万
五
百
円

第
一
項
第
一
号
ロ

二
万
五
千
円

六
千
五
百
円

三
万
五
百
円

八
千
円

三
万
六
千
円

九
千
円

四
万
三
千
五
百
円

一
万
千
円

五
万
円

一
万
二
千
五
百
円

五
万
七
千
円

一
万
四
千
五
百
円

六
万
五
千
五
百
円

一
万
六
千
五
百
円

七
万
五
千
五
百
円

一
万
九
千
円

八
万
七
千
円

二
万
二
千
円
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十
一
万
円

二
万
七
千
五
百
円

第
一
項
第
二
号
イ

六
千
五
百
円

二
千
円

九
千
円

二
千
五
百
円

一
万
二
千
円

三
千
円

一
万
五
千
円

四
千
円

一
万
八
千
五
百
円

五
千
円

二
万
二
千
円

五
千
五
百
円

二
万
五
千
五
百
円

六
千
五
百
円

二
万
九
千
五
百
円

七
千
五
百
円

四
千
七
百
円

千
二
百
円

第
一
項
第
二
号
ロ

八
千
円

二
千
円

一
万
千
五
百
円

三
千
円

一
万
六
千
円

四
千
円

二
万
五
百
円

五
千
五
百
円

二
万
五
千
五
百
円

六
千
五
百
円

三
万
円

七
千
五
百
円

三
万
五
千
円

九
千
円

四
万
五
百
円

一
万
五
百
円

六
千
三
百
円

千
六
百
円

第
一
項
第
二
号
ハ
⑴

七
千
五
百
円

二
千
円

一
万
五
千
百
円

四
千
円

第
一
項
第
二
号
ハ
⑵

一
万
二
百
円

三
千
円

二
万
六
百
円

五
千
五
百
円

第
一
項
第
三
号
イ
⑴

一
万
二
千
円

三
千
円

一
万
四
千
五
百
円

四
千
円

一
万
七
千
五
百
円

四
千
五
百
円

二
万
円

五
千
円

二
万
二
千
五
百
円

六
千
円

二
万
五
千
五
百
円

六
千
五
百
円

二
万
九
千
円

七
千
五
百
円
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第
一
項
第
三
号
イ
⑵

二
万
六
千
五
百
円

七
千
円

三
万
二
千
円

八
千
円

三
万
八
千
円

九
千
五
百
円

四
万
四
千
円

一
万
千
円

五
万
五
百
円

一
万
三
千
円

五
万
七
千
円

一
万
四
千
五
百
円

六
万
四
千
円

一
万
六
千
円

第
一
項
第
三
号
ロ

三
万
三
千
円

八
千
五
百
円

四
万
千
円

一
万
五
百
円

四
万
九
千
円

一
万
二
千
五
百
円

五
万
七
千
円

一
万
四
千
五
百
円

六
万
五
千
五
百
円

一
万
六
千
五
百
円

七
万
四
千
円

一
万
八
千
五
百
円

八
万
三
千
円

二
万
千
円

第
一
項
第
四
号

四
千
五
百
円

千
五
百
円

六
千
円

千
五
百
円

第
一
項
第
五
号
イ

七
千
七
百
円

二
千
円

一
万
五
千
四
百
円

四
千
円

第
一
項
第
五
号
ロ

二
万
円

五
千
円

二
万
四
千
四
百
円

六
千
五
百
円

二
万
八
千
八
百
円

七
千
五
百
円

三
万
四
千
八
百
円

九
千
円

四
万
円

一
万
円

四
万
五
千
六
百
円

一
万
千
五
百
円

五
万
二
千
四
百
円

一
万
三
千
五
百
円

六
万
四
百
円

一
万
五
千
五
百
円

六
万
九
千
六
百
円

一
万
七
千
五
百
円

八
万
八
千
円

二
万
二
千
円

第
一
項
第
五
号
ハ
⑴

第
一
号

附
則
第
十
九
条
第
三

項
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
て
適
用
さ
れ
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る
第
一
号

第
一
項
第
五
号
ハ
⑵

第
二
号

附
則
第
十
九
条
第
三

(ⅰ)

項
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
て
適
用
さ
れ

る
第
二
号

九
千
円

二
千
五
百
円

一
万
八
千
五
百
円

五
千
円

二
万
九
千
五
百
円

七
千
五
百
円

四
万
三
千
六
百
円

一
万
千
円

一
万
千
五
百
円

三
千
円

二
万
五
千
五
百
円

六
千
五
百
円

四
万
五
百
円

一
万
五
百
円

五
万
九
千
四
百
円

一
万
五
千
円

第
一
項
第
五
号
ハ
⑵

第
二
号

附
則
第
十
九
条
第
三

(ⅱ)

項
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
て
適
用
さ
れ

る
第
二
号

第
一
項
第
五
号
ハ
⑶

第
三
号

附
則
第
十
九
条
第
三

項
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
て
適
用
さ
れ

る
第
三
号

第
一
項
第
五
号
ハ
⑷

第
四
号

附
則
第
十
九
条
第
三

項
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
て
適
用
さ
れ

る
第
四
号

第
二
項

同
項
第
二
号
又
は
第

附
則
第
十
九
条
第
三

五
号
ハ
⑵

項
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
て
適
用
さ
れ

る
前
項
第
二
号
又
は

第
五
号
ハ
⑵

第
二
項
第
一
号

三
千
七
百
円

千
円

四
千
七
百
円

千
二
百
円

六
千
三
百
円

千
六
百
円

第
二
項
第
二
号

五
千
二
百
円

千
三
百
円

六
千
三
百
円

千
六
百
円

八
千
円

二
千
円

４

次
に
掲
げ
る
自
動
車
の
う
ち
、
営
業
用
の
乗
用
車
等
（
前
項
の
規
定
の
適

７

次
に
掲
げ
る
自
動
車
の
う
ち
、
営
業
用
の
乗
用
車
等
（
前
項
の
規
定
の
適

用
を
受
け
る
も
の
を
除
く
。
）
に
対
す
る
第
百
二
十
五
条
第
一
項
第
一
号
イ
、

用
を
受
け
る
も
の
を
除
く
。
）
に
対
す
る
第
百
二
十
五
条
第
一
項

第
四
号
イ
及
び
第
五
号
ハ
⑴
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
営
業
用
の
乗

用
車
等
が
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
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初
回
新
規
登
録
を
受
け
た
場
合
に
は
令
和
四
年
度
分
の
自
動
車
税
の
種
別
割

、
当
該
営
業
用
の
乗
用
車
等
が
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七

に
限
り
、
当
該
営
業
用
の
乗
用
車
等
が
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
五
年

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
初
回
新
規
登
録
を
受
け
た
場
合
に
は
、
当
該

三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
初
回
新
規
登
録
を
受
け
た
場
合
に
は
令
和
五
年

初
回
新
規
登
録
を
受
け
た
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
分
の
自
動
車
税
の
種

度
分

の
自
動
車
税
の
種
別

別
割
に
限
り
、
次
の

表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
項
の
規
定
中
同
表
の
中
欄

割
に
限
り
、
第
四
項
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
条
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に

に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
同
表
中
「
附
則
第
十
九
条
第
四
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
附
則

第
十
九
条
第
七
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

一
～
三

略

一
～
三

略

第
一
号
イ

七
千
五
百
円

四
千
円

八
千
五
百
円

四
千
五
百
円

九
千
五
百
円

五
千
円

一
万
三
千
八
百
円

七
千
円

一
万
五
千
七
百
円

八
千
円

一
万
七
千
九
百
円

九
千
円

二
万
五
百
円

一
万
五
百
円

二
万
三
千
六
百
円

一
万
二
千
円

二
万
七
千
二
百
円

一
万
四
千
円

四
万
七
百
円

二
万
五
百
円

第
四
号
イ

四
千
五
百
円

二
千
五
百
円

第
五
号
ハ
⑴

第
一
号

附
則
第
十
九
条
第
四

項
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
て
適
用
さ
れ

る
第
一
号

５

前
二
項

の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
百
二
十

８

第
三
項
か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
百
二
十

五
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

五
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。
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